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㈠

リ
カ
ー
ド
の
時
代..

㈡

リ

カ

ー
ド
の
h

「

賃
勞
働」

關

係

の

把

握'

闫

リ

カ

ー

ド

の

「

賃
勞
働」

問
題
の
分
，析 

H

む
す
び

B

リ
ヵ
ー
ド
の
時
代

r

國
富
論」

が
出
版
さ
れ
た
一
七
七
六
年
か
ら
、

「

經
濟
學
及
び
課
税
の
原 

理」

の
現
れ
る
一
八.一.七
年
ま
で
の
四
〇
年
間
は
、
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
と 

っ
て
ま
さ
に
劃
期
的
な
大
變
苹
の
時
期
で
あ
っ
た
。

，

 

，
：
： 

卽
ち
、

一
八
世
紀
半
ば
よ
り
大
規
模
に
展
_
さ
れ
た
第
一

一

次
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ 

ャ
ー
に
よ
っ
て
、
大
土
地
所
有
の
形
成
と
農
民
層
の
分
解
が
急
連
に

I

さ
れ 

た
ぅ
え
に
、
八0
年
來
の
穀
價
1̂

が
農
業
へ
の
賛
本
投
ア
に
大
き
な
へ
|
截
を 

あ
た
え
た
た
め
、.農
業
生
產
の
資
本
主
義
化
が
順
調
に
進
展
し
て
い
つ
へ
た
。
他 

方
、
七
、
八
〇
年
よ
り
は
じ
ま
っ
た̂
員
革
命
は
、
工
場
制
工
業
の
確
立
を
通 

じ
、都
市
手H

業
と
農
村
家
內
工
業
を
破
壊
し
、農
業
革
命
に
よ
る
階
級
分
化
を

.

ニ
四
：

(

ニ
六
ニ)

.

井

村

.

喜

代

子

_

一
層
！̂
全
な
も
.の
、と
し
つ
つ
、

「

_

罾
ホ

の

た

'.めに
全
|
:.

斯
#
を
征
服
す 

と
と
も
に
、H

場
內
で
も
®

者
を「

生
け
る
附
屬
物j

と
し
て
機
械
に 

合
體
せ
し
め
、
彼
等
を
完
全
に
支
配

=

從
屬
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、こ
の
資 

本
の
支
配
の
確
立.に
も
と
ず
き
'
ス
ミ
ス
が
攻
擊
し
っ
づ
け
た
舊
制
度
は
っ
ぎ 

つ
ぎ
と
撤
廢
、
緩
和
さ
れ
、
こ
こ
に

I
*

資
本
•は
自
由
な
發
展
の
基
盤
を
獲
得 

す
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る。

‘

し
か
し
た
が
ら
、
リ
カ

ー

ド
段
階
の
特
徴
は
、
こ
の
よ
ぅ
にI

資
本
が
終 

免
咖
支
配
を
確
立
し
て
い
っ
た.に
も
拘
ら
ず
、
な
お

6

家
權
办
が
地
主
に
よ
っ 

て
掌
握
さ
れ
て
い
た
點
に
あ
り
、
こ
.の
特
徴
は
世
紀
末
以
来
暴
騰
を
っ
づ
け
た 

_

を
め
ぐ
り
、
，そ
の
法
的i

に
よ
っ
.て
利
益
釦
享
受
せ
ん
と
す
る

支
配
階 

級
地
主
■と
、
自
由
質
易
に.
--
<
)
:る
供
穀
價
-
>低
コ
.ス
ト
を
望
む
新
興
資
本
家
階
級 

の
對
立
と
し
て
、
巍
くク
ロ

ー
ズ
•
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
つ
た
。
も
つ 

と
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
爭
は
軍
需
景
氣
を.も
た
ら
す
と
と
も
に
、
..世
紀
末
の
下 

層
階
級
の
革
命
的
昂
揚
に
威
壓
を
あ
た
え
た
か
ぎ
り
で
は
、
兩
者
の
利
益
を

一 

致
せ
•し
め
た
の
で
はあ
る

が
、大
陸
封
鎖
を
轉
溯
と
し
て
生
じ
た
滯
貨
の
激
增
、

勞
働
大
衆
の
暴
動
を
契
機
に
、資
本
の
高
穀
價
へ
の
不
滿
は
急
徴
に
表
面
化
し
、 

戰
後
の
過
渡
的
恐
慌
の
も
と
で
制
定
さ
れ
た
一
四
I
五
年
穀
物
法
犯
お.い
て
、. 

兩
者
の
對
立
は
そ
の
極
に
達
し
て
い
っ
た。

,

.
_と
こ
ろ
でこ

の

間

i

力
衆
は
罾
罾
胄
命
によ
る
窮
芝
の
深
化
、
戰
費
調

達
の
た
め
の
課
税
や
紙
幣
濫
潑'に
と
も
な
う
f

騰
*
、
.

に
よ
る
高
穀

■價
な
ど
、
幾
重
も
の
の
も
と
に
お•か
れ
て
.い
た
た
め
、
團
結
禁
止
法
の
壓-

迫
に
も
拘
ら
ず
、
一
八
一
〇
年
以
来
、
ス

ト
ラ

ィ

キ
、.ラ
ダ

ィ

ッ

、

食
料
一
揆
が

爆
發
し
、
さ
ら
にi

恐
- ^p

に
は
、
.一
五—

六
年
の
ロ
ン
ド
ン
騷
動
を
皮
切.

り
欠
種
々
の
暴
動
が.あ
い
つ
ぎ
、
こ
こ
に
マ
ク
ス•
ベ
ア
の
い
うr

戰
懐
す
べ

き
十
年
間」

が
出
現
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
し
か
し
、
リ
カ
I
ド
段
階
と
し
て

.

注
意
す
ベ
き
こ
と
は
、
こ
九
ら
の
暴
動
が
飢
餓
狀
態
に
あ
っ
た
大
衆
の
.

•「

肓
目

•的
、、
絕
望
的
な
瓦
抗̂
と
し
て
現
れ
、
霞
者
が
ま
だ
鬪
爭
の.母
體
ど
.し
て
險

級
的
に
組
織
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
點
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ラ
ダ
ィ
ッ
は
舊
手

織
工
の
秘
密
組
織
に
よ
る

「

ば
ら
ば
ら」

の(

暴
動
で
あ
つ
た
し
、
戰
後
の
一
聯

の
運
動
も
エ
場
勞
働
卷
と
の
結
合
を
ふ
か
め
つ
つ
あ
つ
た
と
は
い
え
、
そ
の
指

導
は
一

部
の
政
治
的
急
進
、

I
,

に
委
ね
ら
れ
、
そ
こ
に
は
.な
お
舊
秩
序
べ
の

®

の
叫
び
が
き
か
れ
て
，い
た
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
リ
カ
ー
ド
の
時
代
は
か
か
る
大
衆
的
暴
動
の
激
し
さ
に
.も

拘
ら
ず
、「

資
本
と
勞
働
と
の
ぁ
ぃ
が

6
#

於
亂|>は

…
…

經
濟
的
に
は
、
皆

業
漬
沈
と
貴
族
的
土
地
所
有
と
の
圃
爭

…
…

h
わ
”

撕
汾
“

」

い」

段
階
と
し
て
特
徵
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
特
徵
は
リ
カ
ー
ド
把

-

握
の
う
え
に
宠
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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賃
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題
の
分
析
視
角
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1
9
n
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h
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S
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w
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M
p-
r
x
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a
s
w
a
p
i
t
a
l
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v
o
l
k
s
a
u
s
g
a
b
e

tr
dJ
g
o
Hoq
cr 

v
o
m

 MIE-L-Institute, 

B
d
.
1
,
1932,m. 788-9

•
長
谷
部
署(

日

評
版)

三
七
.四
頁
。
な
お
、
丸
は
著
者
の
傍
點
で
あ
り
、
以
下
引
用
者
の
傍 

■點
と
區
別
す
る
。

S
C
O
)

 

a
.
a
b
.
,
.
s
. 

|

‘

譯
辑
ニ
ニ
四
頁。.

-

'

(

註
4)

.賃
銀
.の
'法
的
決
定
は
一
三
年
、
徒
弟
條
例
は
一'四
年
に
廢
止
さ
れ
、. 

定
住
法
は1

七
九
五
年
來
改
正
さ
れ■た
。
も
っ
と
も
、
救
貧
法
は
八
ニ
年
來 

勞
働
能
力
者
の
强
制
勞
働
を
排
除
し
て
は
い
た
が
、
資
本
の
要
求
に
ょ
る
徹 

底
的
な
改
正
は
三
四
年
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

：

：

，

(

註
5) 

野
大
吉「

英

國
,g
由
賓
易
運
.動
史」

參
照
。
，

(

驻 

6) 

G
.
W
’
.
H
, 

Cole, 

 ̂

A

 

S
h
o
r
t

K
s-
c+
O
H
y 

o
f 

t
h
e

 

British 

Working-Class M
o

 vement, 1789-1947
、

1
9
5
2

9
p
p
.ぜ
.

.
岸
本
誠
二
郞r

英
國
經
濟
史
に
於
け
，る
一
八
‘.一
七
年
前
後
丨
機
械
論
を
中
心 

と
し
て—

」

.ハ「

古
典
學
派
の
生
成
と
展
開

」

所
收)

㈠
節
。

(

莊
7) 

J. 

L
.

 

&
, 

B
.

 

H
a
m
m
o
n
d
,

 

s T^
e

 

w
k
i
u
e
d

 

L
a
b
o
u
r
e
r
,

 

1760-1832、

I

.
 ch

a
p
.

 

X
I
L
G*D
,
P 

Cole; ibs., c
h
a
p

.

デ 

(

匙 

8) 

M
.

 

B
e
e
r
,' 

,A

 

H
i
s
t
o
r
y

 of 

British 

sociali

loB
,
。

e
d
,

 

b
y

w
, H.

 

T
o
w
i
i
e
y
,

 1919, 

V
o
l
.
1
,

p
.
9'5
°

(

註
9) 

p 

O
. 

K
. 

Cole, ibid., 

F. 5
2
,

林
•河
上
•嘉
治
共
譯
㈠
八
九
頁
。 

(

胜
10) 

00
げ
ダ=

s
t
u
d
i
e
s
i
:
n
t
h
e
«
e
v
e
l
o
p
r
Q
e
n
-
b
.
o
f
c
a
p
i
t
2ll- 

i
s
m
^
1
9
5
4

 

©d., 

p, 

2
6
5
-
6
.

京
大
近
代
史
.碑

究
.#
譯
㈡
六
九
丨
七
〇 

'頁 

0
V
.

(

註
11〕

エ
ン
ゲ
ル
ス「

ィ
ギ
.リ
ス
に
お
け
る
勞
働
者
階
級
の
狀
態

」

マ
ル
.

•
 

... 

• 
4

. 

,
ー，ー，五
_ 

(
1
M

へ
三)



.
三
，田
學
會
雜
認
第
西
十
，九
卷
‘.
第
四
號

,'
'
.へ
ェ
ン
遒
集:-(

大
月
版)

、辅
3
:
1£ ;」)

頁
。
そ
れ
故
こ
れ
は
、.

「

勞
働
組
合
主
義
、
 

の

發
M
の

主

流

の

外

斯

に

橫

た

わ

る

」

と

い

わ

れ

る

。

(G. 

D
.

 H
.
o
o
l
e

;
&

>
• W.

F
i
l
s
o
n
,

 

- writish. W
o
r
k
i
n
g

 Class M
o
v
e
m
e
n
t

 ;
s
e
— 

lect b
o
c
j
u
m
e
n
t
s
,

 

1
7^

-
1
8
7
5
、

1
9
5
1,_ p. H

I
.
)

運

動

自

體

は
 

J.

H
~
* 

&

 B
.

 H
a
m
m
o
n
d
,

 

ibid., 

c
h
a
p
.

 

I
X
—
X
I
:

が

最

も

く

わ

し

い

。

(

註
12)

當
斯
の
大
指
導
者
コ
ベ
ッ
ト
は
.
'

「

獨
立
し
た
自
營
農
民
'と
職
人
と

に 

繁
榮
の
黄
金
時
代
を
囘
復
す
る
：こ
，と

」

'を
望
ん
で
い
た
。(

P !>♦ H
.

 cole, 

v
i
b
i
d
,

 

F
.
.
5
3
.

譯
㈠
九 j 

頁
0) 

‘ 

.

- 

(

往
13)

w
. 

M
a
r
x
,

 

s'Nacllwort z
ur z

w
e
i
t
e
n

 A
u

tba
g
e
、
、

J
u
a
s 

.K
a
p
i
t
a
l
'

 Bd. I, 

s
'
12.

譯
㈠ 
'ニ 一 
四—

五
頁
。
'

㈡
' 

リ
カ
I
ド

の「

賃
勞
働」
關
係
の
把
握
.

ノ 

.

.
ぐ
'
：
 

-

リ
カ
ー
ド
は
議
級
の
分
化
が
ほ
ぽ
完
了
し
、
資
本
制
生
產
が
支
配
的
と

'な

. 

つ
た
ィ
ギ
リ
ス
の
現
狀
に
立
脚
し
て
、
地
主
、

_
資
本
家
、勞
働
者
、
と
い
う
基
本■ 

的
な
三
階
級
よ
り
構
成
さ
れ
た
！

k

會
を
、
純
化
し
た
形
態
で
把
え
て.い
つ
た
。 

そ
こ
で
は
、r

國
富
論」

に
登
場
す
るrli.

立

枚

職

ユ」

や

、

雇
主
で
あ 

る

と

同

時

に

審

•で
あ
る
よ
う
な

「

製

造

業

者」

は
完
全
に
姿
を
沒
し
、 

ス
ミ
ス
の
も
と
で
は
な
お
獨
立
す
る
希
望
を
も
つ
て
い
た
勞
働
表
は
、
い
ま
や
，
 

完
全
に
か
つ
永
久
.に
生
產
手
段
か
ら
分
離
さ
れ
た

。フ
ロ
レ
タ
リ
ャ
と
し
て
現
れ 

る

。

そ
し
て
ス
ミ
ス
が
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
.つ
.た
1

市
場
の
自
由
は 

:——

救
貧
.法
を
の
ぞ
け
ば.

一

■す
で
に
あ
た
え
ら
れ
た
前
提.と
な
つ
て
い
る。

.

.
こ
の
よ
う
に
資
本
制
的
諸
力■テ
ゴ
リ
ー
を
純
化
し
た
う
え
で
、
リ
カ
--ド
は 

:

勞
條
ご
わ
が
生
產
の
母
體
で
あ
り
、
從
つ
て
勞
働
の
み
が
一
切
の
價
値
：.の
源
泉 

で
あ
る
と
い
.う
ス
ミ
ス
の
勞
働
把
握
を
織
承
し
、
そ
れ
を
ヨ
リ
.一
層
明
瞭
な
形

::
:
r
,
“
：ュ
へ
.焉

：

;
:
.
r
s

(

.

. 
0

1
憲

へ

で

全

考

察

の

基

礎

に

す

え

て

い

く

。
ご

く

一

 
部

の

稀

少

財

を

の

ぞ

い

て

、

「

有

ゆ
 

る

物

の

交

換

徵

値

の

基

礎

は

眞

に

此

(

勞

働—

引

用

者)

に

あ

る

と

い

う

こ

と
 

は

、
經

濟

學

上

最

も

重

要

の

教

義

で

が

る

。

」

そ

し

て

、
こ

の

勞

働

生

產

物

の

價

値
 

.が

‘(

地

代〉

、
賃

金

、
刺

潤

に

分

解

十

が

の

で

あ

る

か

ら

、

利

潤

が

勞

働

生

產

物
 

價

値

か

ら

の

齋^ '
齋

か
.で
あ

ヶ

、.賃
銀

が
I

者

の

生

產

し

た

價_

1

少

部
 

分

に

す

ぎ

な.い
こ

と

、

お

よ

び

利

潤

と

賃

銀

が

相

反

關

係

に

あ

る

こ

と
、

は
、 

リ

カ

ー

ド

に

と

っ

て

疑

う

餘

地

も

な

い

明

瞭

な

事

實

で

あ

る

。

そ
し
て
、
生
產
は
こ.の
利
潤
の
獲
得
の
み
を
目
的
と
し
て
議
さ
れ
る
。
も 

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
で
も
明
ら
か
で
は
あ
つ
た
が
、小
商
品
生
產
渚
の
混
在 

か
ら
、
資
本
制
生
產
は
同
時
に
生
產
者
者

c

小
商
品
生
産
者)

の
地
位 

を
改
善
す
る
過
程
と
も
み
な
さ
れ
、
他
方
で
は
"
勞
働
者
が
生
產
の
母
體
で
あ 

る
と
い
う
豸
^
か
ら
、.雇
主
は
利
潤
攫!T

の
た
め
に
も
、
っ
ね
に
®
等
の
雇
用 

を
顧
慮
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
對
し
、
リ

カ

ー
ド
は
生
產
を 

.賢
#
於i

A

か
#
微6:

た
め
か
办
昏
と
し
て
明
確
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
同 

1

資
本
に
は
同
一
利
濶
が_
屬
す
る
平
均
利
潤
の
法
則
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
. 

っ
て
、
た

と

え
勞
働
者
がT

切
の
債
値
を
生
產
す
る
と
し
て
も
、

「

純
收
入」

=

利
潤
、

(

地
代)

、
が
同
一
の
か
ぎ
り
、
そ
の
資
本
が
何
人
の
霞
者
を
雇
用
し 

よ
う
と
、
ま
た「

總
收
入
1_
.
=總
生
產
物
が
何
磅
で
あ
ろ
う
と
、
資
本
家

)

に
と 

っ
て
は
、
.

「

全
く
何
5
で
も
择
いj

と
し
て
、
ス
ミ
ス
を
批
判
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
カ
ー
ド
は
資
本
制
生
產
を
利
、潤
追
求
の
生
產
と
し
て

M

“fe 

的
に
檢
徵
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勞
働
者
の
雇
用
、
生
產
物
の
增
加
、
生
産
力
、
 

の
向
上
な
、ど
の
す
べ
て
がf
i

x̂ '
J
の
犠
牲
に
な
つ
そ
い
る
こ
と
、
從
つ
て 

生
産
の
母
體
.で
あ
る
®

者
が
固
定
資
本
と
同
一
視
ざ
れ
る
よ
う
な
劣
悪
な
狀 

態
に
お
か
れ
て.い
る
こ
と
を
銳
く
杷£■
、

こ
れ
をr

首
尾一

貫
し
て
、
大
膽

:
に」

明
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
^

^

C、
彼
に
對
し
、
經
濟
學
を

「

株
式
資
本
の
獨
占
的
利
益
の
從 

順
な
る
し
も
べj

と
し
た
上
い
ぅ
非
難
が
浴
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
'、 

こ
れ
ら
が
資
本
脉
生
產€>
■現
實
そ
か
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
.、
そ
れ
を
そ
の
ま 

ま
把
握
fし
た
リ
ヵ
I
ド
は
、
ま
さ
に.

「

嚴
格
で
.あ
り
、
客
觀
的
で
あ
り
、
科
學 

的
で
あ
な」

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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。
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■

以
上
の
ご
と
く
、.リ
カ
ー
ド
は
利
潤
に.よ
っ
.て
支
配
さ
れ
る
資
本
制
生
産
の 

諸
特
徴
を
銳
く
杷
え
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を

「

賃
勞
勝」
^'
w

f
<'
修 

姝
众
生
產
形
勝
卜
鄙
有
な.
鼢
卦
的
特
昏
と
し
て
認
識
し
た
わ
け
で
は
決
し
て 

な
が
っ
た
。

.

. 

_
, '

. 

.

も
っ
と
も
、
神
授
の「

利
己
心」

に
よ
っ
て
豫
定
調
和
が
實
現
さ
れ
る
と
い 

ぅ
ス
：：、、、
ス_め
自
然
.法
的
風
想
ぼ
、
リ
カ
ー
ド
で
は
も
は
や
み
ら
れ
な
.い
。
.一
切 

の
形
而
上
舉
，的
信
條
は
き
え
さ
り
、神
學
的
人
間
で
は
な
く
、

「『

社
會
的』

存
在 

と
し
て
め
：<
:間」

に
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
根
元
を
み
い
だ
す
功i

義
的
I
I
が 

m

M
^'
,-
^
ま

や
,-
n見
え
ざ
'^
手」

の
導
き
に
か
わ
って
、
，市
民
的
效
用n

マ 

ン
チ
ェ
^
タ

丨
的
營
利
の
精
神
が
す
べ
て'を
支
配
す
公
ご
と
と
な
っ
た
。
，そ
れ 

故
、
リ

カ

I
ド

の
秧
序
ば
利
澗
を
追
求
す
る
齋
本
胁
於
會
の
勒
»'
^

^
li
>
l'
l 

き
だ
4
れ
た
經
驗
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、彼
は
こ
れ
を
單
に
1
|斷
論
的
|
1
、
. 

然
的
事
象
と
し
て
、
そ
，の
ま
ま
受
入
れ
る
，こ
と
に
よ
づ

て

、

資
本
制
社
會
の
膝̂
 

的
1

を
ス
ミ
ス
よ
々
さ̂

に
：一
層
徹
底
的
に
抹
殺
し
て
い
つ
て
し
ま
っ
た
。

卽
ち
、
ス
ミ
ス
で
は
歷
臾
的
發
展
と
し
て
明
確
に
把
え
ら
れ
な
か
っ
た
に
も 

せ
よ
、一

應
、
.資
本
蓄
積
、.土
地
私
有
を
轉
澌
に
、

霞
！
？

に
よ
る
勞
働
生
產 

物
の
金
的
所
有
が
：不
可
能
と
な
る
點
が
認
め
ら
れ
て
崎
り
、
難
#
於
か
坐
き
た 

勞
働
汰
對
象
化
さ
れ•た
勞
働
の
交
換
に
っ
い
て
.の
問
題
意
識
こ
そ
が
ス
ミ
ス
の 

價
値
論
を
し
て
、
と
き
が
た
い
困
難
の
な
か
に
お
と
し
い
れ
た
の
で
あ
っ
た
？ 

し
か
し
リ
カ~

ド
.は
.、
ど
の
ス
ミ
ス
の
貴
重
な
混
亂
の
罾
_
を
全
く
双
さ
な
い 

ば
か
り
か
、
ス
ミ
ス
の

「

初
期
i

の
社
會」

で
も
、
狩
獵
渚
は

1

&
斯
"
免
か

•
.

■‘ 

ニ

七

(

ニ 
六
五)

、



'
:,
1
!
5擧
會
雜
誌
::
第
0

^
囊

'':
:.
;
:
'
.
第
酉
號
--
.
:
$

.

c

註

-

C
!

 >
を
使
用
し
た
.名
し
て：」

資
本
を
原
始
社
會
に
ま
で
擴
張
し
、：

：

資
本
制
生
產
. 

を
文
字
通
り
唯1
.絕
徵
の
も
の
と
し
で
い.つ
.た
。

.

，
.

;:

も
ち
ろ
ん
、

こ

れ
は
彼
が
'狩
獵
者
な

ど

を
分
析
に
混
入
し
て
い
る
こと
を
.意 

:

味
し
な
い
，：が
、
i
は
資
本
に
ょ
る
生
產
が
生
產

6

唯
一
.の
自
然
扑
形
態
と
さ 

•れ
、
勞
響
が
ル
1;
'
め
：か
^'
賃
勞
働
者
と
し
て
現
れ
る
點
に
あ
る
。
.何
故
に
、
 

ま
た
如i

：

に
し
’
、.資
本
が
少
數
者.の
手
に
所
有
さ
れ
、
他
方
直
接
的
生
產
者 

，が
賃
勞
働
考
と
し
て
現
れ
る
の
か
？

何
^
.
一
切
の
價
値
を
生
產
す
る
勞
働 

者
が
自
ら
の
生
產
物
全
部
を
享
受
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
機
械
と
同
一
視
さ
れ 

る
ょ
う
な
劣
悪
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
の
か
？
.
こ
れ
は
リ
ヵ
ー
ド
.で
は
明 

”ら
か
に
さ
れ
な
い
。
い
や
明
ら
か
に
す
る
、必
要
性
を
彼
は

一
度
も

感
じ
な
い
。 

け
だ
し
、
現
實
の
經
驗
的
世
界
が
唯
一,'
絕
對
の
も
の
と
さ
れ
る
以
上
、
資
本 

..と
賃
^

^
は
分
析
の
前
提
と
さ
れ
て
も
、
分
析
■の
對
象
そ
の
も
の
と
は
な
り
得 

な
い
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。

資
本
は「

雲

に

.

.双
果
を
與
へ
る.に
巡
製
な
.食
物
、
衣
服
、
原㈣
、
機
械 

等
'—
と
さ
れ
、
そ
れ.に
對
す
る
利
潤
は「

社
會
的
生
產
の
自
然
的
形
態
た
る
資 

本
制
生
產
樣
式
に
內
在
す
る
 

一#
k
i

と
し
て
前
提
さ
れ
た
か
ら
、
彼
は
利
潤 

が
如
何
に
し
て
生
產
さ
れ
、.增
大
'さ
れ
る
か
とい
う

資
本
制
生
產
の
秘
密
に
は 

全
く
無
#

^
で
あ
る
。
利
澗
の
變
化
は
、
か
於
分
藤
關
撕

の
！！！
}

か
い
て
か 

み
把
え
ら
れ
、
し
か•も
こ
の「

分
配
の
し
く
み」

そ
の
も
の
は
絕
對
的
な

「

し 

く
み」

と
み
な
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
リ
ヵ
-
ド
で
は
分
配
關
係
の
者
察
を
通
じ 

て
、
利
潤
が
.勞
働
生
產
物
か
ら
控
除
さ
れ
る
事
情
が
事!
2
:
J1
'
明
ら
か
にさ
れ

て
 

:い
る
と
は
い
え
、
か
か
る
控
除
が

「

賃
勞
働」

に
も
と
ず
く
特
定
の
生
產
諸
關 

係
の
■%
と
で
の
み
生
ず
るこ
と

、

つ

ま

り

「

分
配
の
し
く
み」

が
基
本
的
'に 

は「

生
產
の
し
く
み」

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ

:
.
'
.
.
.
: 
'
ニ
ル 

t

ニ 
六
六)

と
が
抱
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、.こ
れ
は
彼
のr

賃
勞
働」

把
握
を
大
き
く
限

界
づ
け
て
い
く
こ
と
と
な
つ
た
。

..■
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.

.

-

ま
ず
、
賓
本
制
生
產
が
利
溝
の
增
大
の
み
を
目
的
と
す
る
こ
と
-^
終
始
强
調 

さ
れ
.な
が
^'
.も
、
；.利
潤
を
增
大
す
'る
た
め
に
行
わ
れ
る
資
本
の
勞
働
に
對
す
る 

於
配
.

i
i
——

絕
對
的
剩
餘
價
値
へ
の
欲
求

——

吵
全
然
、管
さ
れ
な
い
し
、 

ま
た「

利
潤
率
は
賃
銀
下
落
の
外
斷
じ
て
增
加
し
な
い

」

と
い
う
命
題
が
全
分
配 

.

.

論
の
基
軸
と
さ
れ
な
が
ら.も
、
賃
銀
切
下
げ
に
よ
っ
て
利
潤
を
增
大
し
よ
う
と 

.
い
う
資
本
の
衝
動
が
理
解
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は

「

高
利
潤
か
ら
生
ず
る 

諸
利
益
を
大
い
に
評
價
す
る
が
、
か
か
る
利
潤
が
勞
働
階
級
の
犠
姓
に
よ
っ

て 

.
增
大
す
る
の
を
見
る
こ
と
を
決
し
て
欲
し
な
い

」

と
い
う
が
、
こ
う
し
た
善
良 

.な
る
期
待
に
は
、
資
本
の

「

剩
餘
勞
讎
を
求
め
る

…
…

鉦
1
限
な
盲
.目
的
衝 

..動〕

に
對
す
る
彼
の
無
理
解
が
端
的
に
反
映
さ
れ
て

い

る

と

い

えよ
う

。

，そ
れ
故
、
リ
カ

ー

ド
に
か
か
る
資
本
の
支
配•
.强
制
か
ら
必
然
化
す
る
於
資

扑
外
立
か
抗
爭
にっ
い
て
も
芷
し
い
杷
握
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

彼
の
全
著
作
に
は
こ
の©
に
關
す
る
指
摘
は
妨
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
例
外
的
に 

言
及
さ
れ
たマ
カ

ロ

ッ

ク

への
手
紙
で
は
、「

私
は
い
ま
ま
で
私
の
注
意
を
と 

く
に
組
合
禁
止
法
に
向
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
セ
。
よ
く
は
存
じ
ま
せ 

ん
が
、
私
に
は
そ
れ_ら
の
'法
律
は
勞
-1
1
階
級
に
對
し
て
不
正
で
越
迫
的
で
あ 

り
、
し
か
も
雇
傭
主
に
と
つ
て
も
ほ
と
ん
ど
實
益
が
な
い
よ
ぅ
に
思
わ
れ
ま 

す
。
•：
：
•組
合
に
對
す
る
眞
の
解
決
览
は
、
兩
者
の
侧
の
完
全
な
自
由
と
、
.そ 

し
て
暴
力
と
無
法
に
衡
す
る
適
當
な
保
護
で
あ
り
ま
す
。

—

そ
め
他6

こ
と 

は
萬
事
競
爭
に
委
せ
ち
置
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す

j

と
い
わ
れ
て
い
る
。

齊
本
制
社
會
を
絕
對
的

•

永
遠
的
秩
序
と
み
た
リ
カ.丨
ド
に
と
づ
て
は
、
勞 

資
關
係
は
こ
の
絕
對
的
秧
序
に
お
忖
る
自
然
的
關
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
に 

は
秧
序
を
根
底
か
ら
ゆ
る
が
す
階
級
對
立
の
生
ず
る
必
然
性
は
あ
り
得
な
か
っ 

た
。
勞
働
者
の
成p

は
た
だ
こ
の
s'
4
ぬ
秧
あ
を
皆
害f

か「

暴
か」

•「

和 

公
芷
な
耍
求」

と
し
て
片
付
け
ら
れ
、
か
か
る

「

暴
力」

に
.對
す
る「

保
護」

-= 

抑
壓
に
よ
っ
て
、
勞
働
市
場
の
自
由

=
「

秩
序」

を
f

す
れ
ば
、
萬
事
問
題 

は
解
決
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

も
っ
と
も
、1

溝
が
ま
だ
階
級
的
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
當
時
に
あ
っ
て 

は
、
暴
勤
は
沒
落
す
る
舊
手
織
工
や
農
民
の

r

絕
灌
的
.な
反
抗」

.が
中
心
を
し 

め
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
そ
れ
ら
は
資
本
の
支
醅
の
確
立
.
强

化

と

と

も

に

'抑

壓 

さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
.
.リ
カ
ー
ド
が
こ.れ
を
資
本
制
社
#
に
固
有 

な

.
不
可
避
的
なも
の

と
考
え
な
か
っ
た
の
に
は
、

一
0

,

歷
史
的
根
據
が
あ 

つ
，た
と
い
え
る
。
し
か
し
、.か
か
る
齡
に
對
す
る
血
の
彈
壓
！

I

通
じ
て
確
立 

.さ
れ
で
い
っ
た
資
本
制
生
產
の
な
か
に
、
資
本
の
本
性
•
資
本
制
的
所
有
の
本 

'質
を
ょ
，み
と
ら
办
か
づ
た
ば
か
り_か
、
■そ
の
抑
画
に
よ
つ
て
！
^
さ
れ
る
秩
序

:

D

•
.
リ
カ
i
-ド
の
.

「

賃
勞
働」

‘問
.題
'の
分
析
視
角
.:
.

の
機
能
の
み
を
注
目
し
、
こ
の
秩
序
の
も
と
で
顏
迫
さ
れ
、
そ
れ
に
抗
し
て
次 

第
に
結
合
し
っ
っ
あ
っ
た
勞
嫩
著
階
級
の
瘀
熟
を
み
い
だ
し
得
な
か
っ
た
こ
と 

は
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア

ジ
1
の
實
踐
"
利
_

追

求

を

社

#
繁
榮
の
起
動
カ
と
し
て
.、 

そ
の
ま
ま
受
入
れ
る
功
利
主
義
的
經
驗
論
の
限
界

——

従
っ
て
彼
自
身
に
歸
せ. 

ら
れ
る
ベ
き
限
界

——

に
よ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
.も
あ
れ
、
リ
カ
ー
ド
の
勞
働
者
は
、
生
產
手
段
か
ら
完
全
に
か
っ
永
久
に 

分
離
さ
れ
て
い
る
點
で
は
、
プP
レ
タ
リ
ヤ
と
し
て
の
版
件
を
そ
な
え
て
は
い 

た
.が
、
資
本
の
も
と
に
包
癖
さ
れ
、
そ
の
從
屬
の
な
か
か
ら
結
合
.
組
織
さ
れ 

て
い
く
階
級
と
な
つ
て
い
众
い
點
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
と
し
て
の
重
要
な
特 

質
を
か
い
て
い
た
と
い
え
よ
ぅo'
-

: 

-

'

そ
れ
故
に
こ
そ
、
利
潤
率
下
落
に
っ
い
て
は
、
そ
れ
が

「

自
然
的
過
程J

で 

あ
る
以
上
、
甘
受
す
べ
き
も
の
と
考
え
、
悲
觀
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 

リ
カ
.

—

ド
も
、
'こ
とM

關
係
に
か
ん
す
る4

ぎ
り
は
、
そ
の
自
然
的
把
握
に 

よ
っ
て
、.反
っ
て「

萬
事
競
爭
に
委
せ
て
置
け
ば
良
い

」

と
い
ぅr

底
&
け
の
. 

.i
天
.

i

备』
」

た
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。
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H
.
T 二
頁
。
 

• 

. 

.
-

(

註
8)

內
田
義
彥「

經
濟
學
の
生
誕」

H
〇
九
頁
。

’

* 

'

.

■ 

. 

' 

.
ン 

..

：

以
上
の
結
果
、

一
方
で
は
、
利
潤
の
勞
働
生
產
物
か
ら
の
控
除
や
、
利
潤
に 

ょ
つ
て
支
配
さ
れ
る
資
本
制
生
產
の
矛
盾
の
.一
端
が
明
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
資 

本
蓄
積
は
社
會
の
繁
榮
と
し
て
祝
福
さ
れ
、
利
潤
は
そ
の
促
進
劑
と
し
て
擁
護 

さ
れ
て
い
つ
た
。「

資
本
蓄
積
か
ら
何
等
か
の
害
悪
が
生
じ
得
る
と
想
徼
す
る 

.以
上
，の
誤
り
は
あ
り
得
な
い
。

」

.そ
し
て
.、，

「

す
べ
て
の
貯
蓄
は
利
潤
が
ら
な
さ 

れ
る
し
か
ら
、「

高
利
潤
ほ
ど
一
國
の
繁
榮
と
幸
福
と
に
貢
献
す
る
も
の
は
な
に 

も
な
い
。

」

そ
れ
故

、
，

R
E

由
な
交
易
の
制
度
の
下
に
於
て
は
、

…
…

個
人
的
利 

益
の
追
求
は
、
見
事
に
金
體
办
全
般
的
利
益
と
結
び
付
け
ら
k
る
。

」

•£.
ぅ

し

て
.ス
.
ミ

スと

同
樣
に

、

リ

■
力

ー

ド
も

ま

た

、
勞
働
を「

生
庫
の
本
來 

の
中
攛」

と

し

な

が

ら

も

、

「

勞
働
に

た

い

し

て

で

：
く
^

たi

 

し

て

い

つ

さ

い

を

あ

た

え

」

、

づ

ね

に
~1

善
良
'な
；

b

秩

序

.の味
方y

と
自
負
し
つ 

つ
、
そ
の
批
判
をた

だ「

秩

序」

の

侵

害

者

に

對

し

てか
か
む
け

て

い

：く

の

で
 

あ

つ

た

。
 

■

卽
ち
、

一
方
で
は
選
擧
權
を

r

人
民
の
ぅ
ち
，
昏
勝6
,
歡
i
s
i、5
h%'
o> 

と
は
想
像
さ
れ
え
な
い
人
た
ち

」

-t
o
み
に
制
限
す
る.こ
と
に
ょ
つ
て
、
選
擧
權 

擴
張
が
.「

無
秧
，
へ
道
を
ひ
ら
く

」

の
をi

ぎ
、
他
方
で
は
、
支
配
階
級
地
主 

の
特
權
的
利
益
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
穀
物
法
や
、舊
制
度
た
る
救
貧
法
を
、自

然
秩
序
の
侵
害
と
し
て
激
し
く
攻
擊
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
資
本
の
自
曲 

な
發
展
を
保
證
せ
ん
七
努
め
る
の
で
あ
っ
た
。
.

、
も
っ
と
も
、：「

無
秩S;」-

•
;

「

不|

序」
4

防
止
は
f

生
活
に
は
い
っ
て 

が
ら
の
リ
ヵー

ド
に
と
つ
て
は
彭
耍
な
麗
で
あ
つ
た
し
、
こ
の
主
張
は
彼
の 

ブ

ル
ジ
ョ
T
性
を
如
實
に
反
映
す
る
も
の
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
し
な
い 

ぜ
暴
動
を
た
ん
に「

殆
ん
ど
の
場
合
、
最
で
層
の
暴
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ 

る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
、
資
本i

度
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
階
級
闘
爭
の
必 

然
性
を
認
識
し
な
か
っ
た
リ
ヵ
！
ド
で
は
、

r

無
秩
序」

の
防
止
も
、
 

r

暴
策」

か
抑
画
に
.と
ど
ま
り
、
勞
働
者
階
級
に
對
す
る
撕

i
t

と
し
て
は
提
起 

，.さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、

濟
理
論
形
成
の
過
程
で
は
、
後
溝
、
就
中 

穀
物
法
に
よ
る
秩
序
の
攪
亂
が
彼
の
主
耍
な
關
心
事
と
b

8

の
階
級
對 

立
の
麗
は
と
の
地
主
權
カ
に
對
す
る
非
常
な
關
心
に
よ
っ
て
霍
に
し
り
ぞ 

け
ら
れ
.て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
リ
ヵ
丨/K
が
ブ

ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
實
踐
を
社
會 

發
展
の
起
動
力
と
み
な
し
、
そ
の
ほ̂
カ
の
基
盤
と
し
て
秩
序
の
_

を
强
力 

に
主
張
し
な
が
ら
も
、
注
目
を
地
主
權
カ
に
集
中
し
て
い
っ
た
こ
と
に
づ
い
て 

は
、
彼
のr

賃

霞」

把
握
の
特
色
と
と
も
に
、

一
八
一
〇
申̂
の
歷
史
的
㈱ 

徵
パ
前
胤)

が
お
も
い
あ
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

'
と
も
あ
れ
、
リ
ヵ
！
ド
は
產
業
資
本
の
自
由
な
發
展
を
志
向
す
る
新
興
資
本 

'家
階
紙
の
立
場
に
た2っ
て
、
絕
對
的
久
的
秩
序
と
み
た
資
本
制
生
產
の 

「

永
遠
的
如
#
態」

卩「

自

^

^
行
程」(

を
究
明
す
る
と
こ
ろ
に
、「

原
■」

の 

課
題
を
設
萣
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る。

-

.
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注
1

0 

D
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す
る■手
擒」

選「

補
^
ー！ニ

(

胜
5) 

d.
 
S
O
R
O
-
<02.
 

VI, p. 1
8
0
,

ネ
野
譯「

リ
ヵ
ァ 

ド
ォ
の
マ
ル
サ
ス
へ
の
手
紙

」

上
—
ニ
ニ
頁
。

(

註
6)

.

 

W
o
r
k
s
,

 

VQi, VII, p
,

 369—3
7
0
.

中
野
譯「

リ
4
ァ
ド
ォ
の
ト

-
•7
ヮ
ァ
へ
の
手
紙」

.
'
.
. 
一1.1

九
貝
0 

■

(

独 

7) 

o
.

wieardQ, 

s 

o
b
w
e
r

<iatio;a 

o
n

 

Parliamentary 

n
e
-

 

f o
r
m
、

Scotsman, 24 April 1824. W
o
r
k
s
,

 V
o
L

 

Y, p. 499

•同

様
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主
張
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ト
ラ
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ァ
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手
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。
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こ
の
研
究
は
、，
從
來
の
リ
力
ー
ド
硏
究
で
：ほ
と
ん
ど
^
_
視
さ
れ
て 

い
た
が
、
吉
澤
芳
樹‘氏
の
ユ
二ー

ク
‘な
報
吿
r
y力
ー
ド
議
會
改
璀
論
と
經 

濟
學
の
分
析
視
角

」
(

龅
濟
學
史
學
會
部
會
、
诈
年
七
月
二
日

)

に
敎
ぇ
ら 

れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。.
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穀
物
法
改
正
の
運
動
の
な
か
で
だ
さ
れ
た
一
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年
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驻
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で
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一
應
、
自
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質
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惯
俾
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賃
銀
I
H尚
利
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|
>
赘
本
畜
積 

'

丨>尉
#
の
繁
榮)

'と
い
_ぅ
系
列
を
確
立
し
た
リ
：ヵ
ー..ド
は
、.
.
.マ.ル
.サ
ス.と
，.の
. 

.論
爭
の
過
程
で
、
こ
れ
を
俏
値
論
に
も
と
ず
い
て
现
'論
化
す
る
必
要
.を
痛
感

D
.
リ
カ
ー
ド
のr

賃
勞
働」

問
題
の
分
析
視
角
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 ニ
0
九 

.
頁)

.
こ
の
課
題
意
識
か
ら

「

原
理」

が
ぅ
み
だ
さ
れ
て
い
く
。

(

註
12)

マ
ル
サ
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へ
の
手
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譯
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C
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p

リ
カ
ー
ド
の「

賃
勞
働」

問
題
の
分
析

さ

て

、

リ
，力

~

ド
の
：

「

賃
勞
働j

間
題
の
分
析
に
っ
い
て
も
、
ま
ず
指
摘
し 

て
お
，か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
資
本
制
生
產
を
培
然
的
な
も
の
と
考
え
、
 

生
產
過
程
に
お
け
る
勞
働
の
支
配

=

從
屬
關
係
を
み
落
し
た
た
め
、
そ
こ
か
ら 

生
ず
る
諸
問
題
を
全
然
把
握
し
得
な
か
っ
た

こ
と

で
あ
る
。
リ

カー

ド
の
時
代
. 

こ
そ
は
エ
場
制
エ
業
の
確
立
に
ょ
っ
て
、

「

勞
働
時
間
延
長
が
市
民
歡
を
獲 

得
す
ft
る〕

と
と
も
に
、
勞
働
が
著
し
く
强
化
さ
れ
て.い
っ
た
時
代
で
あ
る
が
、 

か
か
る
諸
0

は
完
全
に
等
閑
視
さ
れ
て
：し
ま
っ
てi
y。

そ
こ
で
ス
ミ
ス
と
同
じ
く
、
問
題
は
も
っ
ぱ
ら
分
配
面
で
の
み
究
明
さ
れ
る 

こ
と
と
な
つ
た
が
、.そ
と
に
お
け
る
リ
カ
ー
：ド
の
進
涉
は
、
分
配
論
獨
自
の
分 

析
覦
角
を
明
確
に
確
立
七
た
點
に
あ
る
。

,

卽
ち
、
投
下
勞
濃
値
說
の
命
題
を
も
っ
て

「

原
理」

.を
は
じ
め
たリ
カ

丨
'
 

ド
は
、

一
方
で
資
本
を

「

蓄

積

勞

働」

と
し
て
價
値
決
定
に
參
加
せ
し 

め
か
> |)

と
も
に
、
他
方
穀
®

値
を
地
代
の
生
じ
ぬ
最
劣
等
地
で
の
投
下
勞
働 

で
規
定
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
地
代.を
價
鑛
成
部
分
か
らI

外

し

、

ス
、
、
、
ス
が 

混
亂
を
き
た
し
た
資
本
蓄
積•
土
地
私
有
以
後
の
社
會
に
も
こ
の
命
題
を
安
當

せ
.し
め
て
い
つ
た
。
そ
こ
で
勞
働
生
產
獲
値
は

(

差
額)

地
代
•
賃
銀
，
利
潤

三 

一

0

一
六
九)



S

H

S

U

I

S

I

f

-
 ̂
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三E

學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷

' 

第
四
號

に
分
解
す
るこ
も
^j

な

り

、
賃
銀
，
利
潤
.
地
代
を
自
然
價i

敗

か
と
し
て 

考
，
し
た
ス
ミ
ス
に
對
し
、

一
定
量
の
勞
働
生
產
歡
値
の
胁
プ
0 '
か
蔽 

關
孩
が
分
配
論
の
課
題
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
賃
銀
は
商
品
價
値

(

ス

ミ

ス
；
}
で
', 

は
；̂
4

、
.利
涧
に
逆
の
觀
化
をあ
た

え

る

こ6
と

が

あ

き

ち

か

と

な

り

、

こ
'
こ

に 

-

は
じ
め
て
賃
銀.は
：，

「
相
斷
的
賃
齡
4 

.と

い

で

驗

f

考
察
さ
れ 

る

.に
い
た
つ
.た
..の.で
あ

る
。
..
.
.
.

し
か
し
、
こ.こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
は
、
こ
の
分
配
論
が
通
常
考 

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
所
謂
生
產
物
の
分
配
そ
.れ
自
體
を
問
題
と
し
て
い
る 

の
で
は
な
い
點
で
，あ
る
，。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、

.利
潤
を
資
本
蓄
積
"
社
會
發 

' M
の
起

動

力
と
し
て
重
視
し
たリ

力
I

ド
に
と
っ
て
は
、
說
か
蔽
分
か
-勢
似
卜 

と
も
な
う
麗
率
の
變
似
の
分
析
を
通
じ
、
賢
か
昏
歡
6
_

を
明
ら
か
に
す 

る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、.分
配
論
の
窮
極
的
課
題
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
分
配
論
を 

主
題
と
し
た
リ
ヵ
ー
ド
が

「

す
ぐ
れ
て
办
皆
か
經
濟
學%
J
.と
よ
ば
れ
、
彼
の 

分
配
論
がr

古

典

派
蓄
衡i

6

完

處

1
と
喷
せ
ら
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

.そ
れ
故
、
彼
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
も
蓄
積
を
左
右
す
か
称
斷

4
か
靜
他
に
集 

中
し
、
賃
銀
は
も
っ
ぱ
ら
、

歡

衡

6

分

き(

u

)

I :
家

か

觀 

立
變
數
と
い
う
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

(

第
五
章

、

賃
銀
論
が
第 

六
章
、
利
潤
論
に
先
行
す
る
理
凼。

)

.

さ
ら
に
ま
た
、
か
か
る
分
极
が
永
久
的
秩
序
觀
に
も
と
ず
い
て
、
そ

の

が 

然
的
行
程」=

「

永
久
的
な
事
態」

の
謂
と
し
て
進
め
ら
れ
た
敷
も
、
前
以
て

. 

注
意
し
て
お
く
宓
要
が
あ
ろ
う
。
第
五
•
六
章
の
展
開
に
さ
き
だ
ち
、

「

特
定」 

部
門
の「

一
時
的」

'「

偶
發
的j

變
化
に
よ
る
賃
銀.
利
潤
の「

1
歡

6

結
果」 

を
、「

全
然
度
外
視」

す
る
と
ち
が
た
の
は
、
か
か
る
理
由
に
よ
る
も
の
~で
あ
る
。

か
く
て
、
賃
銀
量
の
決
定
と
そ
の
自
办
的
變
化

——

こ

れ

が

、
第
五
章
の
主

三
ニ 

，
(

ニ
七
〇)

：
 

題
と
な
つ
て
い
く。

. 

.

(

驻
1)

K
.

 M
a
r
x
,

-'-
u
a
s
K
a
p
i
t
a
l
^
s
,

 5
5
S
.

譯
尚
四11

八
頁
。

(

註2).. 

「
j

百
萬
人
.の
勞
働
は
常
に
同.一
の
價
値
を
生.產
ナ
.る」

9
. 

S
, 

O
P
H
^
O
r
, 

i
b
i
d
-
p
.

 2
7
1
.

譯
”
七
頁
ゾ
と
い
わ
れ
、
同-1

勞
働
時
間
と
同 

.一
 

强
度
が
暗
默
裡
に
前
提
さ
れ
て
い
る
。

(

註
3)

Ibid., chap. I. 

sec, III.

(

註 

4〕
Ibid., 

chap. 

II. 

esp. p
，

7
7
-
8
.
譯
±)
.六
八
頁
。

，

(

註
5)

.

.拙
稿「

前
掲
論
.文」

H
六—

七
頁
。

(

註
.
6

) 

D. 

Ricardo, 

ibid., p. 2
8
1
9
.

譯

-£
:
)三一

頁
。

S

7

0

.

こ

れ

は

リ

ヵ

ー

ド

の

「

大

な

る

功

緝

の

ひ

と

つ

」

で

あ

る

0(

マ

ル

ク
 

.
スf

剩
餘
價
値
學
說
史
：

」
.：5

’

一
八
三
•

.+
)
四
四
頁
。)

(

註
8)

マ
ル
ク
ス「

經
濟
學
批
判
序
說」

選
.
補
㈢
ニ
七
三
頁
。

.

C

註
9)

出
口
勇
藏
編
；

「

經
濟
學
史」

I

七
一
頁
？ 

'

(

註
'1
0) 

b
. sc

a
r
d
o
,

 

ibid., 

p. 9
1
I
2
.

W
J:
)
八
四
頁
。

そ
こ
で
リ
ヵ
ー
ド
は
第
五
章
の
冒
頭
で
、
.勞
働(

力)

の
商
品
化
さ
れ
て
い
る 

現
實
に
そ
く
し
て
、
.#
働
は
.「

他
の
凡
て
.の
物(

商
品—

引
用
者)

と
同
じ
く
、
 

そ
の
自
然
價
格
と
市
場
價
格
と
を
持
つ

」

と
い
つ
た
後
は
、
そ
の
こ
と
の
意
味
、
 

っ
ま
り
賃
銀
制
度
や
賃
銀
の
本
質
卜
は
何
等
言
及
す
る
こ
い
か
ぐ
、■

yi
>
/c
>
^
i 

勞
働
の
償
格
決
定
の
要
因
を
考
察
し
て
い
く
。

■

ま
ず「
勞
働
の
自
然
債
格
は
、
勞
働
者
を
し
て
能
く
衣
食
し
、
且
つ
增
減
な 

く
そ
の
種
族
を
永
續
せ
し
む
る
に
均
ら
し
て
必
要
な
る
價
袼
で
あ
る

」

が
ら
、 

r

勞
働
審
及
び
そ
の
家
族
を
養
う
爲
め
に
要
せ
ら
る
る
食
物
、
ヽ
必
需
品
及
び
睫

宜
品
の
價
格
に
よ
つ
て
決
ま
る
。

」

從
っ
て
、
そ
れ
は
生
活
必
需
品
の
價
格
と
と 

も
に
變
動
す
る
が
、
そ
の
水
準
自
體
は

「

國
民
の
習i

M

俗
に
よ
っ
せ
て
.，定

ま

る

1_ 

た
め
、
時
代
や
國
の
相
違
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
異
な
る
も
の
で
あ
る

。

'

.⑽
力
、
そ
の
§

員
^
は
-'「

^
^
.の
需
耍
に
對
す
る
拔
例
の
^
^
的
作
用
に 

よ
：っ
て」

定
ま
へ
る
た
め
、「

資
本
の
增
加
と
共
に
、
；.必
ず
勞
働
の
市
場
賃
銀
は 

懺
貴
す
る
で
あ
ろ
う
。

」

.七
か
し「.

勞
働
者
の
，供
給
は
常
に
結
！

g
N
)

を
養
う
手 

.段
に
比
例
す
る
で
あ
ろ
う
と.い
う
こ
と
以
Jb
-
.に

な

こ

.と
ば
な
い」

.か
ら
、

「 

市
場
！̂

はT

如
何
に
そ
の
自
然
價
格
か
ら
外
れ
よ
う
と
も
、，
そ
れ
は
諸
貨
物 

.と
同
じ
く
、
こ
れ
に

T.

致
'せ
ん
と
ず
る
傾#
を
有
す
る
。」

.

.こ
の
.よ
う
に
賃
銀
は
⑴
勞
働
者
の
露
、
⑵
生
活
必
需
品
の
霧
、
.に
よ
っ 

て
變
化
す
る
が
、
前
者
は
必
ず

.一

致
す
る
た
め
、
五
章
後
半
お
よ8 ,
ひ
.全
分
配
論 

で
< は
：も
っ
ぱ
ら
後
者
が
賃
銀
變
動
の

「

唯
一
且
永
續§

光
^
原
因」

'と
し
て
重
' 

•
視
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
の
點
か
ら
、
リ
カ

ー

■ド
賃
銀
論
は
所
謂「

鐵
則」 

理
論
と
し
ズ
特
徵
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る。；.

> 

尨
上
の
勞
働
の
籍
の
規
定
自
體
は
、

.

大
體
ス
ミ
ス
趣
論
の
繼
承
で
あ
る 

.が
、
.ス
ミ
义
が
進
步
的
社
會
に
お
け
る
勞
働
の
自
然
率
の
上
昇
に
注
目
し
た
の

i 

■
.に
反
し
、.
リ
カ
ー
ド
は
賃
銀
が
必
ず
自
然
價
格
に
歸
向
す
：る
點
を
強
調
し
、
坐 

存
費
說
を
一
餍
峻
嚴
な
も
の
と
し
て
い
つ
た
。
こ
.こ
に
は
、
生
產
：の
發
展
が

1 

應
順
調
に
勞
霍
耍
.
賃
銀
'の
增
加
を
促
し
た.ス
ミ
ス
の
時
代
と
、
.機
械
の
導 

入
の
た
め
勞
働
需
要
が
相
對
的
に
減
少
す
る
と
と
も
，に
、
不
斷
の
穀
價
騰
貴 

に
よ
っ
て
賃
銀
が
っ
ね
に
最
低
生
活
水
準
に
ま
で
切
下
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
.っ 

■た
.リ
カ!

ド
の
時
代
の
差
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う

タ 

V
:
.
.
こ
う
し
て
リ
カ
一
ド
賃
銀
論
は
、
價
値
分
解
說
に
立
脚
し
、

.
賃

銀

：が
生
存

費 

に
限
定
さ
れ
る
の
を

「

罾
㈣」

と
し
て
强
調
す
る
と
と
に
よ
つ
て
、

一
切
の
價

D

•リ
カ
ー
ド
の「

賃
勞
働」

間
題
の
分
析
視
角
，

値
を
生
產
す
る
勞
働
者
が
自
ら
の
生
產i

値
の
う
ち
生
存
に
必
要
な
一少
部
 

分
し
か
享
受
.で
き
な
い
事
情
を
事
實
上
、
こ
の
う
え
も
な
く
明
贩
に
示
し
た
の 

で

あ
る

。
リ
ヵ
ー
ド
.

理
論
が)「

一
八
ニ
ーj

；

以
來
ィ
ギ
リ
ス'に
お
い
て
、
諸
種
の 

社

會

、
王
義
的
結
論
に
'

素
材
を
提
供
し
て

(

い
た」

の
は
、
か
か
る
根
據
に
よ
る
も 

の
で
あ
っ
た
。

:

も
ち
ろ
ん
、
賃
勞
働
制
度
に
つ
い
て
の
歷
史
的
認
識
を
も
.た
な
い
リ
ヵ
ー
ド 

で
ば
、
勞
働
が
現
實
に
ぞ
く
し
て
一
.般
商
品
と
同
じ
も
吹
と
み
な
さ
れ
な
が
ら 

も
、

§

働
か
•
箭
品
と
い
5'
歷
办
阶
斷
.
と
し
.て
は
把
え
ら
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
 

理

論

的

，に
は
勞

働

價
|

の
循
環
論
的
！̂

と
な
る
の
で
.は
あ
る
が
、
本
文
の 

主
題
に
と
.っ
て
a
リ
重
視
す
べ
き
缺
陷
は
、
市
場
賃
銀
の
變
動
が
も
っ
ば
ら
需 

給
のr

i

然
的
作
用」

に
の
み
委
ね
ら
れ
、
賃
銀
の
自
然
償
格
に
限
定
さ
れ
る 

こ
と
が
、
I

.
現
實
如
反
映
し
て

_
_

入
爲
で
は
如
何
と
も
で
き
な
い
法
則
と 

し
.て
把
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
自
然
法
則

=

入
口
法
則
に
よ
る「

鐵
則」 

と
し
て
說
明
さ
れ
た
點
に
あ
る
。

も
，っ
と
も
.、
賃
銀
變
動
を
人
口
法
則
と
關
聯
づ
け
る
の
は
ス
ミ
ス
以
前
よ
り 

の

で

あ

つ
'た
し
、
さ
ら
に
加
う
る
に
マ
ル
サ
ス
入
口
編
が
一
世
を
風
靡
し
、 

チ
〒
ル
ゴ
ー
に
よ
つ
て

「

_
■」

が
定
式
化
さ
れ
て
い
た
當
時
に.あ
つ
て
は
、 

こ
れ
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
と
も
い
走
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
リ
カ

I
ド
自
身
の 

か
か
.

i
、'

か
か
f
襲
的
誤
謬
を
■う
け
い
れ
る
諸
原
因
が
あ
.つ
た
こ
と
が
見
落

さ
れ
て
は
.な
ら
匁
い
。V

'

■■,

..
 

-
 
. , ,
•

.

ま
ず
、
資
本
の
賃
銀
切
下
げ
の
圈
カ
、
を
理
解

1'

处
か
，つ
た
こ1

が
そ
の
重 

要

な「

原
因
で
あ
る
。

一
七
九
五
年
來
、
ホ
ィ
ッ

.
ト

''フ
レ
ッ
ド
は
飢
餓
に
ぞ 

.
た
農
業
勞
働
者
の
反
抗
を
背
景
と
し
て
、
彼
等

.の
生
存
の
た
め
に

——

リ
カ
I
 

.

.

ド6

い
ぅ
自
然
價
格
の
確
保
の
衣
め
に

I

最
低
賃
銀
法
を
下
院
に
提
出
せ
ざ

.

三i
n
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會
雜
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十
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 ̂

.
■
.
.
/

る
を
得
.な

か

っ

^ f
i
bl)

、
，一
 

八
〇
一
一
1
に
は
、：「

事
實
上
、
エ
敏
所
有
者
の
奴
隸
に 

他
な
ら
な
か
っ
た『

敎
區
徒
^
^
.の
保
護
の
た
め̂

^
エ
鵁
法
..の.
前

身

た

，
る 

w
e
a
l
t
h

 a
n
d

 m
o
r
a
l
s

 of A
p
p
r
e
n
t
i
c
e
s

>
ミ
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ 

こ
に
は
勞
資
I

で
は
'o'
かi

i
#

が
强
力
.な
か
め
：、
勞
働
者
の
生
存
をi

. 

f

か
い
か
i
%'
園
結
や
立
法
の
必
要
な
こ
と
が明
瞭

に
示
さ
れ
てい
る

。

し

か

、 

し
、
資
本
の
本
性
•を
認
識
し
な
い
リ

、
力ー

ド
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
所
在
は 

注
目
す
る
と
；

g

ろ
と
は
な
ら
な
い
。
彼
の
全
著
作
を
通
じ
、
生
産
過
程
で
の
勞
. 

働
の
支
配
，
强
制
の
問
題
は
い
う
に
お
よ.ば
ず
、
ス
ミ
ス
す
ら
が
注
目
し
た
賃 

銀
增
減
を
め
ぐ
る
勞
資
の
對
立
，
團
結
さ
え
が
完
全
に
等
閑
視
さ
れ
て
い
る

U 

§
^

,
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
1
 

さ
ら
に
ま
た
、，
腋
路
理
論
に
よ
つ
て
、
產
業
循
環
を
無
視
：
> 
失
業
問
題
の 

現

實

的

重

要

性

を

理

解

す

る

に

い

た

ら

な

か

っ

た

へ

後

述

)
リ

ヵ

ー

ド

に

は

、

か
か
る
諸
要
因
に
よ
る
賃
銀
變
動
を
分
析
す
る
理
論
的
基
盤
も
な
か
っ
た
の
で

.

窆

。
だ
が
、
こ
れ
と
と
も
に
分
配
論
の
課
題
意
識
が
.賃
銀
變
動
の
分
析
を
制
限
し 

て
い
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い'。
卽
ち
、
資

本

馨

積
o
r自
然
的」

.r
永
久
. 

的」

趨
勢
の
分
析
を
窮
極
的
課
題
と
す
る
立
場
で
は
、
_「

一

時
的」

な
市
場
賃 

銀
變
動
よ
り
も
、
自
然
法
則

=

收
獲
！M

法
則
に
よ
るr

自
然
賃
銀」

か
の
も 

.
6
6

靜
斷
と
、
そ
れK
と
も
か
う
事
態
の.「

自
然
的
行i

u

に
主
眼
が
.お
か
れ 

る
の
は
む
し
ろ
當
然
で
あ̂

^
も
っ
と
も
、.r

1

時
的j

.「

偶

發

的

」

，變

化
 

を
.

「

度
外
視j

し
て
、
資
本
制
生
產
の
發
展
を
分
析
す
る
こ
と
自
體
は
、
方
法 

.
論

的
に
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
、胄
@

は

こ

う

し

た
方
法
論
が
/「

永
^g

」

秧

. 

かi

か
支
え
と
し
て
と
ら
れ.、
そ
の「

長
期
的」

趨
勢
に
對
す
る
二
面
的
.
非 

皮
的
な
過
剩
意
識
に
よ
っ
て
、
た
と
え

r

永
續
的」

で
な
い
に
し
て
も
、
資

,

.

.

-

,

1

 

‘ 

2

1

'

.本
制

生

產

の

も

と

で

は

^

然

的

で

あ

る

と

こ

ろ

の

賃

銀

變

動

を

も

た

ら

す
 

因

.

(

資

本

の

壓

カ

、

圑

結

、

產

業

循

環

、

失

業

な

ど

)

が

全

く

見

逃

さ

れ

て

し

(

註
21

>

ま

つ
.た
こ

と

に

あ

る

。

そ
れ
故

、

リ

ヵ

-

ド賃
銀
論
の
缺
陷は
、
.儉
か
費
本
主i

=

 

r

賃
勞
働」

把 

驗
や
、
ト
ル
に
も̂j

於
く
分
酿
論
の
分
析
視
角
に
ょ
っ
て
、
賃
銀
問
題
の
分
析 

♦4

規
定
か
か
、：
制
約
か
れ
てい
っ

た

結

果

とし
て

考

察

す

る

必

要

が

あ

ろ

ぅ

。

(

註
1)

u
.
w
J
B
ap

ibid., 

p
,
9
3
.

識

上

八

五

頁

。

S
3 

Ibid., 

p
*'
,
9
3
•
譯

(±
)
八

五

頁

。

(

註 
3) 

Ibid., 

P
V9S

.
譯

U )
八

九

頁

。
 

, 

s .
4 > 

Ibid., 

p
.

 

9
4
.

譯

,±
)
八

六

頁

。

S
5) 

I
m
y
p
*

9
e
.

譯 3

 
八

八

頁

。

(

註 

6) 

§
^

ー

|

‘ 譯
0

ー
六
1
 

(

註 

7) 

Ibid, 

p. 9
4
.

譯
i)
八
六
頁
。.

(

註 
8) 

I
b
i
d
.
'

?
2
9
6.譯

5

ニ
0
頁

。P. 

-200
9
,
1

.
譯P

.

ニ

ニ 
ー

三

.
ニ

六

頁

な

ど

に

も

同

じ

指

摘

が

あ

る

。

も

っ

と

も

、

第

五

章
前

半

以

外

，で 

■.は
、

賃

銀

は

，
洎

然
•
.市
場

價

格

の

區.別
.な
く

、

生

產

物

價

値

の

分

割

量

と

し
 

.

.て
把

え

ら

れ

る

が

、

內

容

的

に

は

自

然

賃

銀

の

趨

勢

が

考

察

の

主

軸

を

な

し
 

て

い

る

。

(

註

9)
拙

稿

：

「

前

掲

論

文J

三
八—

九

頁

。
 

.

(

訪
10
> 

T
,
R
o
g
e
r
s
,

 

ニSi
x

 

C
e
n
t
u
r
i
e
s

 of 

W
o
r
k

 

<& 

W
a
g
e
s
;

 

T
h
e

 H
i
s
t
o
r
y

 of E
n
g
l
i
s
h

 L
a
b
o
u
r
,
。

1909, p. 4
1
0
.

:

(

註

11)

.エ
ン

ゲ
'ル
ス
.「『

胄

學

の

貧

困

』

.ド
ィ

ッ

語

第

一

版

へ

の

序

文

」

選

， 

㈠
四

六

ニ

頁

。

(

話
12

>

マ
ル
ク
ス「

剩
餘
惯
値
學
說
史J.

笫
こ
卷
，
第 

一
m
、
㈣
、
(c
)

C

往

13)

^
* 
闩

.We
r
m
e
l
,

こ T
i
i
e

H
く 
o
l
u
t
i
o

-t
jof, t

h
e

o
^
ĝ.
oJa
l 

.

w
?

 

theory, 
ノ 1939, 

Chap. 

V
. 

■
. 

(

驻

14) 

A. E
-

 J. 

T
u
r

CRot
、
、
K,§

flexions 

w
s 

f
o
r
m
a
t
i
o
n

 et 

l
a

a
cn
cl
-
H
^
a
a
o
y

oi
ff
l
w

Hichesses
、

0
©
a<l
H
e
sCU
<J
>
rt
'd
HOQ
洋

-

. 

p
a
r

 

p Sc
h
e
l
l
®
t
.

 2, p. 

5CO
7
.永
田

譯

ニ

六

丨

，七

頁

。

容
.闩
.W

e
r

 

丨

 

mel, 

ibid.,ohap. 

III
.

紛 

r
pfi
H
g
o
t
m"elucidation; 

-
t
h
e

yi
H
w
ct
- 

f
o
r
m
u
l
a
t
i
o
n

 

of t
h
e

 

: 

lHoy

-^w
^

(

独
15) 

J
.t̂
.

^

w

.

K
ta
m
m
o
n
d
, 

=
H

tr
e 

y
^
Q
w

cf
q
CD
' La

b
o
u
r
e
r
'
、 

1920 ©d., 

p. 

62 f., n
o
i
l
,

 

1
1
T
1
2
1
.

(

善

 

G
.

 

d
. H.

 Cole, 

i
b
i
d
v
p
.
2
3
.

譯
㈠
三
八
頁
。

(

註
17
.

)

も
っ
と
も
、

こ
れ
は「

た
ん
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
の
.#
:
區
徒
弟 

.
へ
.の
擴
張
に
す
ぎ
ず」

(B. 

,
r

H
u
t
c
h
i
n
s

 

A
.

 

H
a
r
r
i
s
o
n
,

 

:
A 

.
-wistory L

e
g
i
s
l
a
t
i
o
n
、

1911, 

p. 1
6
.
)

近
代
的
立
法
は
三
三
年
法
に

ょ
つ
て
は
じ
ま
る
。
 

，

(

驻
18) 

ニ
九
頁
註

(4
の
手
紙
の
ほ
か
、
マ
ル
サ
ス
へ
の
.手

紙c
w
o
H
k
s
,

.
v
o
l
.
VII, 

p, 2
0
3
.

譯
下
四
三
頁

)

に
ご
く
筒
單
な
言
及
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
0

'

S
19)

と 
く 

に 
p

w
i
c
a
r
d
o
,

ス pr
i
n
c
i
p
l
e
s
'

 c
h
a
p
.

 2- 1
* 

 ̂No
t
e
s
、

 

c
h
a
p
*
.
VII, 

:

C

胜
20

-
>
.
三 
一i
K
驻
(1
0)
°
な
ぉ
、有
名
な
マ
ル
サ
ス
へ
の
手
紙
で
は
、.「

直
接
的 

:

、一
時
的
の
：結
果
を
全
-く
差
し
措
い
て
も
づ
ば
ら
そ
れ
か
ら
生
ず
る
永
久
的
の 

.
琪
璁
に
.注
意
.を
向
け
て
ゐ
る」w

o
r
k
s
,

 V
Q
L
V
1
I
,
P
,
1
2
0

譯
T)
一
 

0
頁)

>.
い
わ
れ
て
い
る
が
、
か
か
.る
方
法
が
前
節
で
見
た
よ
う
.な
資
本
、3H
義
n
永

D
'
•
.リカ
丨
ド
.の
.--
.賃
勞
W
J 

題
の
分
析
視
角
'
.

.公
的
秩
序
觀
か
ら
導
か
れ
た
の
ぱ
い
う
ま
で
も
な
い
。

6

21)

こ
の
畠
、
5

本
論」

卩「

資
本
一
般」
の
理
論
で
は
、。
一
應
勞
員
と

 ̂

働
力
の
！r

値
と
のT

般
を
前
提
し
て
、

「

資
本
制
生
產
の
內
在
的
諸
法
則」 

そ
の
も
.の
を
純
粹
に
考
察
し
な
が
ら
も
、
勞
賃
が
勞
働
力
の
價
値
以
下
に
切 

下
げ
ら
れ
る
必
办
倥
と
現
實
的
重
要
性
を「

內
在
的
諸
法
則
自
體」

の
な
か 

に
見
出
し
、
.
'と
れ
を「

賃
勞
働
の
特
殊
旃
究J

の
課
題
と
豫
定
し
て
い
た
.マ 

,
ル
ク
ス
が
對
比
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
永
久
的
秩
序
觀
に
J:
'
る「

度
外
視」 

と
、歷
史
認
識
に
支
え
ら
れ
た
下
向
法
に
よ
る
抽
象
の
差
。
こ
の
點
は
、
續
稿 

に
豫
定
し
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
で
く

わ

し

く

と

り
あ
げ
る
こ
と

と

す
 

る
。

で
は
、
.リ
ヵ
ー
ド
は「

社
會
の
自
然
的
發
展

」

の
過
程
で
勞
'資
の
關
係
や
勞 

働
者
の
狀
態
を
如
何
に
把
握
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
リ
ヵ
ー
ド
の
發
展
過
程
で
は
、
資
本
蓄
積
が
•主
要
な
獨
立
變
數
で
あ 

り
、
そ
の
增
大
か
ら

(

市
場)

賃
銀
騰
貴
丨>人
.ロ
增
加
~
>穀
物
需
要
增
大
、
が 

生
ず
る
。
と
こ
ろ
が
收
獲
遞
滅
法
則
に
よ
り
、
耕
作
擴
犬
と
と
も
に
必
ず

「

原 

生
產
物
の
交
換
價
値
は
騰
貴̂
る」

た
め
、(

差
額)

地
代
は
次
第
に
增
加
す
る 

紙
、
' 生
存
費
U

&
然)

賃
銀
は
騰
貴
し
、
利
潤
は
減
少
す
る
。
し
か
し
こ
の
賃 

銀
は
生
存
費
增
大
に
よ
る
名
目
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
內
容
的
に
は

、
'

地

代(

賢
® '
的)

增
大
. 

. 

t 

、

穀
價
騰
貴
|
>賃
銀〈

名
目
的)

.騰
貴
->

利
潤(

實
質
的)

0

と
V
う
こ
と
：に
な
る
。
 

,
<

從
つ
'て
、
：た
と
え
利
潤
減
少.の
酌
掛
阶
勢
勝
が
賃
銀
騰
貴
で
あ
る
と
し
.て

三

五

(

ニ
七
三)
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號
.

’

も
、
こ
こ
卞
お
け
る
贽
質
盼
濯
化
は

「

穀
き
及
ぴ
諸
貨
物
の
價.値
の
，
ー
部
分

」

':
' 

が
資
本
家
か
ら
地
主
へ^'
.
i-
r

M

こ

と

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

、
後

^.
の
關
係
が 

主
.
^
!な
關
心
事
と
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。.さ
ら
に
そ
の
.ぅ
え

、

賃
銀
騰
貴
ば 

穀
價
騰
貴
に
比
例
レ
如

1

た
め
、
勞
働
；̂
は
賃
銀
增
加
に
も
か
か
わ
ら
ず、

3

リ
少
か
番
品
し
か

囊

で

き

な

い

錄

、g>
i'
lf
t
'賢6

鄭

蒙

か

、...雪

，

の
み」

で
、
勞
働
者
と
資
本
家
は
於#
於
卜
w
5'
if
i
'
f 

&
4
、
ii
'
.
か?'
♦

に
あ
る 

と
さ
れ
て
い
つ
た.。
,

,

■

い
や
そ
れ
ば
.か
り
で
は
な
か
っ
た
。
自
由
貿
易
は
穀
價
下
落
丨

>

賃
銀
の(

名 

自
的)

下
落
、
を
通
じ
、
同一

資
本
で
ョ
.リ
多
數
の
勞
働
者
を
！！
用
せ
し
め
る 

ぅ
え
に
、
利
澗
增
加
丨>蓄
馨
進
に
ょ
り
、
さ
ら
に
勞
霧
要
を創
出
 

考
え
た
リ
ヵー

ド
は
、
勞
資
の
利
益
の

f

致
を
徵i
妙i

指
摘
し
っ
っ
、
兩
者 

を
穀
物
法
反
對
に
統

j

し
て
い
く
*の
で
あ
つ
た
。
ほ
か
で
も
、
勞

馨

の

「

も

0
1

七
四)

'

つ
と
も
幸
福
な
狀
態
と
い
う
の
は
、
勞
働
を

_

す
る
基
务
が
、
し
た
が
つ
■て 

勞
働
に
對
す
る
需
要
が
も
つ
と
も
急
連
に
增
進
す
る

^

！4^」
と
い
わ
れ
て
い 

る
が
、
こ
う
し
た
.見
解
に
は
、
蓄
積
に
お
け
る
勞
資
の
依
存
關
係
を
基
礎
と
し 

て
、

ス
ミ
ス
的
な
階
級
調
和
觀
が
擦
頭
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る

。
•
.

さ

ら

に

い
ま一

つ
の
重
要
な
點
ば.、
リ

ヵ

い
'い
.
# '
が
か
か
る
行
程
で
.の
勞 

働
者
の
運
命
を
、ラ
ッ

サ

ー
ル
の
い

う

ょ

う
な「

殘
^

も

の

と

み

て

い

な' 

I
こ

と

で

あ

る

。

穀
儇
騰
貴
の
過
程
で
の
實
質
賃
銀
の
下
落
も
、
實
は
最
初
の
•
賃

銀(

蓄
積
' 

丨> 需
要
%
大
i
市
場
貨
銀
騰
貴)

ょ
り
の
.下
落
で
，̂

リ
ヵ
I
ド
の
禮
系
で 

は
賃
邊
.の
自
然
霧
#

-;
ト
灸
は
、
需
要
調S

過
程
で
、
r
i
L̂'
x' 

は
實
に
反
動
の
爲
め

」

.

生
ず
る
例
ル
：̂な
%>
か
と
さ
れ
、

「

自
然
的
行
程」

の

分
析
に
は
全
然
入つ
て

き

て

い

な

い

。利
潤
率
下
落
によ
つ

て
蓄
積
が
終
逋

Vす
.

る
：.「

p

ih
狀
.
"，

.で
も
、
需
耍
增
加
，>賃
銀
騰
貴
が
生
じ
從
い

)

だ
：け 

で
、
失
業
や
の
不
安
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
じ
か
も
、
か
か
る
狀
態
は 

「

猶

ほ

遠

：い
こ
と

1-
-
と
さ
れ
、
そ
の
間
の
蓄
積̂
!進
過
程
で
は
、
大
量
解
雇
を
惹 

起
す
る
一
般
的
過
剩
生
產
が
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
故
、
勞
働
諸
は

「

一
 

時
的」

♦ T

偶
發
的」

變
動
を
の
ぞ
け
ば
、■o>か

！！

雇

用

さ

れ

、

自
然

m

^

H

生 

存
費
だ
け
は
享
受
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
リ
カ
一
ド
は
こ
の
生
存
費
賃
銀
に 

よ
'っ
て
勞
働
人
口
が
！
§
耍
に
勝
.し

；
膨

，#

卜

再
生
產
さ
れ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム 

.
を
安
ん
じ
て
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
由
競
爭
に
よ
っ
て
商
品
價
格
が
そ
の
自 

然
價
格
に
合
致
し
、
再
生
產
が
反
復
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
人
口
法
則
に
よ
っ 

.
て
勞
働
の
自
然
價
格
が
貫
き
、
勞
働
の

k

生

產

が

か

淡

營

ま
 

れ
て
い
く
。
こ
れ
こ.そ
が
リ
カ
.

—

ド
の
み
た
資
本
制
社
會
の
自
然
的
秩
序
で
あ 

っ
た
の
だ
。

要
す
る
に
、.
リ

力

ー

ド

は

直

接

的

生

產

者

か

ら

の

^
;
働

生

產

物

の

疏

外

を

明 

示
し
た
と
は
い
え
、
•そ
れ
と
關
聯
す
る
勞
働
卷
の
窮
乏
や
制
度
の
不
合
理
を
認 

識
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
，
ま
た
、
賃
銀
と
利
潤
め
相
反
關
係
を
終
始
强 

調
し
な
が
-̂
も
、
そ
こ
に
階
級
對
立‘の
不
可
避
性
を
み
い
だ.し
た
わ
け
で
も
.な 

が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
彼.は
か
か
る
事
態
が
餘
於

i
、

き
！

 ̂

し
て
生
ず
る
の
か
を
問
お
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。
從
つ
て
リ
カ
ー
ド
理 

論
が
上
社
會
主
義
に
素
材
を
あ
た
え
た
と
し
て
も
、
.#'
§'
#>
は21

ら
が
あ 

た
え
た
素
財
の
意
義
を
し
ら
な
か
つ
允
と
い
え
よ
う
。
. '

c
if
e

l)
u

,

ŝ*
e3
Hft
*
ou principles、

p. 

72,

譯
七
六 
ニ 
頁
。

(

註
2) 

Ibid., 

p
.
.
101

丨2*

課
±)
九
三
|
四
頁
。
第
六
章
參
照
。

(

薛
3) 

Ibid.,, 

p. 

§
.

譯
T)
一
 

四
七
頁
。
こ
 
N
o
t
e-O
Q
、p. 157,1

00617.

!•

な
ど
.。 

• 

'

:

(

駐
4'
>
«
* Kicardo, 

ニ p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
,
-
,
p
.

1
0
1

—

2
'*
譯
上
九
三
I
四
.

■
頁
。
： 

，

• 

•

(

註
6〕

Ibid., p. 125* 

譯
上
"一
 

ニ 1

一
莨
。

(

註
6) 

D
,
K
i
c
a
r
d
o
,
.
I
n
s
u
e
n
c
e
、

P. 

3
5
.譯
四
八
頁
。

C

註
7)

マ
カ
ロ
ッ
ク
へ
の
手
紙
、

W
o
r
k
s
,

 

v
ol
.
VIII, 

p. 

_

譯
一
〇

..
五
頁
。
 

.

6
8

 ̂F
.

 Lassalle, 

: Off§
es A

n
t
w
o
r
t
-
s
c
h
r
e
i
b
e
n
、

G
e
s
a
m
-

 

m
e
l
t
e

 

m
i
d

 

w
c
h
r
i
f
t
e
n

 v
o
n

w
. w

e
r
B
s
t
e
i
n
,

 

w
d
.

1
,

.1919,.s

*,5
9
.

猎
木
譯
八
六
頁
。
 

：

S

3
 

r

穀
物
の
高
價
が
需
要
增
進
の.結
果
な
る
場
合
に
ば
、
常
に
賃
銀
の 

i'
i
d:办 

i

i
 

f

。」

s principles、
. p. 162.

譯
上
一
：
六
3 L
頁
。

S

10
;) 

Ibid., 

p. 

f

譯
^)
-/
\
四
頁
。
そ
れ
故
、
市
場
賃
銀
が
自
然
僙
格
を 

f'
s
iJI
'
下
す
る
.と
い
ぅ
一
般
的
解
櫸
は.誤
り
と
思
ぅ
。

'
sll
y

.

x

l

.

,

p

/

s

i

@

H

S

。

.

S

12) 

n

-

.
 

p. 

1
0
9-v
l
l(-
f
c
)
j 〇 
ニ
頁
。

(

驻
13
>

自
然
價
格
が
風
俗
習
憤
の
向
上
に
.ょ
り
上
昇
ず
.る
點
.を
强
調
し
、
リ

:;
カ
ー
.ド
賃
銀
論
を
樂
觀
論
的
に
解
す
る
見
解
9
,
0吞
§
1

1PA
B
i
s
t
o
r
y

 

o
f th

e

 

T
i
l
e
o
r
i
e
s
a
p
r
o
d
u
c
t
i
s

 a
n
d
b
l
s
t
r
i
b
u
t
i

 
目 

f
.H
o
m 

1
7
7
6

ct
-。
ド

备
_

3 

w
.杉 5-6'A

.

 M
a
r
s
h
a
l
,

s Principles 

of E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

 ̂A
n

 Introductry V
o
l
u

日e, 8th ed., 1920, 

p. 5
0
T
S
.

大
塚
譁
H
I
一.四
丨
五
頁
：

5

が
あ
る
が
、習
慣
の
差
は「

馬
鈴
薯
.と
パ 

ン
の
莲」

(

«
♦ 

i
b
i
^
p
.

 S
6
.

譯
i)
八
九
頁

)

の
程
度
で
あ 

り
、
し
か
も
笫
五
六
萆
の
分
析
で
は
そ
の
向
上
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て

.ン

.1, 

.

. 
:
!>
•ペ
リ',力1

.K
■■のヾ「

賃
勞
働」

M
題
の
分
析
視
角：
：：
.

い
る
か
ら
、.か
.か
る
樂
觀
說
に
は
同
意
で
き
な
い
？
論
理
的
に
は

「

鐵
則」 

で
あ
り
な
.が
ら
も
、.
窮
.泛
化
の
諸
要
因.が
み
落
さ
れ
た
う
ぇ.に
.、T

鐵
則」 

自
體
も
-'
;
力ー

ド
自
身
に
.と
っ
て
は
勞
働
者
の
.困
窮
や
矛
盾
と
感
じ
ら
れ
な 

か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
：
私
は
リ
ヵI
ド
賃
銀
論
の
特
徵と
樂
觀
性
が
あ

る

と
思 

う
0
-

こ

の

ょ

う

な.立
場
に
お
い
て
は
、
秩
序
を®

す

る

こ

と
以
外
に
、
積
極
的

.

、

、
：

 

<

註
1)

な
勞
働
政
策
が
不
要
と
さ
れ
る
の
は.當
然
で
あ
ろ
う
。

へf)

ち
な
み
に
、リ
ヵ

ー
ド

は

貧

民#'
-
濟

や

オ

一

ゥ

工

ン

の

授

產

計

®
か
現
實
に 

貧
民
を
雇
用
す
る
の
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
.

「

使
用
さ
れ
る
資
本
が
な
ん 

ら
か
の
他
の
方
面
か
ら
と
り
さ'ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

」

以
上
、「

そ
の
罾
ホ
を 

如
何
.に
使
用
や
べ'
:き
か
を
も
っ
とi
良
く
知
っ
て
い
る
人
々
の
手
か
ら
そ
れ
を 

取
り
上
げ」

、「

人
^
の
欲
望
や
需
要
に
つ
い
て
は
何
ら
知
る
と.
こ

ろ

な

き
入
 々

の
監
督」

に
'委
か
る)

こ
.と
.は
、「

有
害
な
.

I
f
(

干
渉」

で
あ
る
と
非
難
し
、
賃
銀 

に
つ
い
.て
も
、「

他
の
：
一
切
の
契
約
と
同
じ
く
、
ノ

…

：
宜
し
く
衡
平
良
由
な
る 

市
場
.の
競
爭
に
委
せ
ら
る
べ
き.も
の
で
.あ
っ
て
、
決
し
て
立
法
府
の
干
渉
に
ょ 

つ
.て
，統

制

せ

ら

る

べ

き

も

の

.

で
は
_
い」

と
い
う
。
つ
ま
り
、f

貧
民
と
彼
ら 

の
摩
王
と
の
.

あ
い
だ
の
契
約
を
完
全
に
自
由
に
放
任
す
る

」

な
ら
ば
、「

市
場 

に
お
'け
る
勞
働
の
量
を
、
そ
れ
に
た
.い
す
る
有
效
需
要
の
範
圍
內
に
制
限
す 

か
ら
、
貧

民

目
.はi

ず
と
解
消
し
、
賃
銀
も
給
付
を
必
要
と
し
な
い
自 

然
價
格=

生
存
費
水
準
.に
_

さ
れ
る
こ
と
.に
な
る
の
で
あ
り
、
現
實
の
一
切 

の
惡
の
根
免
は
か
か
る
自
由
の
原
則
を
侵
害
す
る
救
資
法
に
あ
る
と
い
う
の
で

' 

ぁ
っ
た
。

パ

.:

.

實
際
上
.は
、
こ.の
救
貧
法
I

ス
ピ
ー
.ナ
.ム
'
ラ
；ン
：
ド

制

t
h
e

 

s
p
e
e
n
h
a
m
-

三

七

0
1
七
五
，

)
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v
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田̂
.學
會
雜
：誌
.
ハ
乘
赃
，
十
九
：
卷
ぃ
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:

し

(

'■
■

l
an
d s

y
s
t
e
m
—

—
は
、j.

七
九
五
年
の
食
料
一
睽
を
契
機
と-L
て
制
定
.さ
.

本
主
義
於
ぅ
.み
だ
す
賃
銀
と
失
業
を
制
度
的
に
緩
和
し
て
き
た
の
で
ば 

あ
る
が
、.
リ
.力
ー
ド
.は
反
對
に
、
低
賃
銀
や
失
業
を
救
貧
法
の
不
當
な
補
肋
に 

ょ
る
人
口
增
加.の
結
果
と
み
た
の
で.あ
つ
た
。
. 

'
ま
た
そ
れ
を
自
由.の
.侵
害
と
非
' 

難
す
る
の
も
、.救
貧
法
に
ょ
る「

^
霞
勒」

'

が
•

「

'實
質
的
に
は
奴
隸.と
し
.て
、
' 

.
;
.
:
無
賃
で
農
場
や
、
道
路
で
働
い
て.い
：5
,こ
と
、

」

づ
ま
り
そ
'.
-
で
ぼ
勞
働
者
. 

.の
勞
働
契
約
の
自
由
が.無
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
に
注
目
し
た
.か
ら
で
は
毛
頭 

な
く
、
彼
の
主
眼
ば
あ
く
ま
で
も

「
貧
者
を
義
ふ
爲
め
の
基
金
が
累
進
的
に
增 

大
し
て
、.遂
に
と
の
國
の
嫌
收X
全
額
を
吸
收
す
る

…
...J

.
點

に
む

け
ら

れ

て 

い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
リ
.*
1
ド
の
レ
ッ
セ
•
フH

丨
ル
の
叫
び
に
は
ブ
ル
ジョ
ア

ジ

ー 

の
實
踐
と
、
そ
れ
に
.支
え
ら
れ
た
秧
序
に
對
す

る

搖
ぎ
な
い

信
賴
と
、
勞
働
者 

階
級
の
窮
泛や
勞
資
の
對
立に
っ

い

て
の
無
理
解
が
反
映
さ
れて
い

る
と
と
も

，
 

に
、
こ
の
自*
の
要
求
が
利
潤
增
大
の
た
め
の
•
ブ
ル
ジ
ョ

ア

ジ
d
に
七
っ
て 

.の
自
由
の
要
求
に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
.た
こ
と
が
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
の

で

あ

る

。
(

独
1)

も
っ
と
も
彼
は
人
口
抑
制
の
有
效
性
を
說
く

 

(ibid., 

P
*
10617. 

譯

U )
. 一
 
0

0

1
一
 

頁
.
、

:

N
o
t
e
s

，ぐP. 

2
6
2.

マ
ル
サ
ス
へ
の手
紙
、

W
o
r
k
s
,

 

Vol. 

V
H
I
,

 p. 

loo
s
-
4
.譯下
八
五
頁
な
ど

)

.が
、
こ
れ
は 

橫
極
；

I

な
政
策
と
は
い
え
な
い
。
彼
の
基
調
に
は
人
口
法
則
に
ょ
る
勞
働
の 

-需
給
調
節
很
闬
へ.の
.絕
對
的
信
賴
が
ぁ
り
、
右
も
救
貧
法
に
ょ
る
人
ロ
過
剩 

化
の
现
實
.に
そ
く
し
て
の
も
の
で
あ
る'°
こ
の
點
、
窮
乏
と
勞
資
の
對
立
が 

.激
化
し
た
段
階
で
、
人
卩
の
抑
制
を
社
會
改
良
政
策
と
し
て
強
力
に
.主
張
す 

る
J

.
S•

ミ
ル
と
區
別
す
ベ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

八

(

ニ
：七
六
>

(

賢

> 
ォー

ゥ
太
ソ
批
判
は
、
.
ト
ー
フ
ヮ
ァ|
へ.の
手

紙(w
o
r
k
s,

,
 V

o
L

 

VIII, p. 4
5
-
6
.

譯一

因
ニ
丨
彐
頁

)

、

一
九
年
 
一
二
月
一
六
日
、
卞
院
で
の 

「

ォ
ー
ゥ
エ
ン
氏
の
計
畫
に
か
ん
す
る

W 

.ド

.
ク
レ
ス
ピ
ニ
ィ
卿
の
提
案

」

. 

.

.に.對

.す
る演
說
、
,同
六

汨「

ォ
ー
ゥ
エ
ン
氏
の
計
蹵
に
つ
い
て
の
會
合

」

.
で 

の

見

解(

と

も

にWo
r
k
s
,

 

V
o
l
.
V
.
)

に
み
ら
れ
る。

■

(

註
3) 

' 右
の
演
說
、

W
o
r
k
s
,
.VOL.-V, P,S2, 

 ̂

^

(

註
4-
.ゾ
マ

ル

サ

ス

べ

の

手

紙

、
匀
0备
1»
,七
0
1
.

VII, p. 1
2
1
.

譯
m
i ニ

バ
頁
0 

/ 

…

;

■ 

■

(

註
5)

(

註
.6)

(

註

(

註
.
8)

(

註
9〕

S

10
.

)

同
有W

o
r
k
s
,

 V
o
l
.
VII, p. 

S

.
譯
下
八
1

九
頁
。

D
.

 

R
i
c
a
r
d
o
,

ごp
r
i
n
c
i
p
l
e
s
'
p
.

 

1
0
5
.

譯
上
'

九
九
頁
。

1 < 
の

手
㈣
、
^
,
。
^

 ̂

く
。
卜<!
«
づ

，

■
六
五
頁
ハ

J, L. 

<& 

w
. Ha

m
m
o
n
d
,

 

IDS., 

p 137—141.

G..D. E
L

 col®, ibid., p. 7
4
.

譯
㈠ 
一
二 
九
頁
。

!>• K
i
c
a
r
d
o
,

デprinciples、
p
.
106

•
譯
.(

上)

九
九
頁
。

.
し
か
し
な
が
ら
、.ラ
ダ
ィ
ツ
、
下
院
に
お
け
る
オ

ー

ゥ
十
ン
.の
失
業
對
策
の 

'檢
討
、
J
パ
バ
ル
ト
ン
の
理
論
な
ど
を
通
じ
、
失
業
問
題
へ
の
關
心
を
ふ
か
め 

て

い

っ

た

リ

ヵ

ー

ド

は

、

ニ

4

年
第
三
版
.で
、
そ
の「

最
も
革
命
的
變
化

」

と 

い
わ
れ
る
機
械
論
を
附
加
し
、
以
上
の
立
場
と
異
る
見
解
を
示
す
に
い
た
っ
た 

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
點
に
つ
い
て
一
言
す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

.
そ
れ
に
ょ
れ
ば
、
機
械
採
用
は
た
と
え

「

勝
收
入」

.を
減
少
し
て
も
、「

純 

收
入」
を
搢
大
寸
る
か
ぎ
り
、.資
本
家
の
利
益
と
な
る
。
し
か
し
勞
働
屑
用
は 

r

純
收
入」.：：：
で

は

な

く

、
r

M'
收
久」

に
依
存
寸
る
た
め
、「

必
ず
勞
働
階
級
中 

の
或
る
者
は
職
に
離
れ
、
人
口
は
之
を
雇
傭
す
ベ
き
基
金
に
め
■
し
て
過
剰
と

な
る
で
あ
ろ
ぅ
か
ら
、
機
械
の
發
見
使
用
は
彼
等
に
取
っ
て
有
&
 
.

で
あ
る
。 

そ
し
て
賃
銀
が
社
會
の
發
展I
穀
價
騰
贵
に
っ
れ
て
增
大
す
ん
の
に
反
し
、
機 

城
は
騰
资
し
な
い
た
め
、

「

資
本
の
增
加
と
共
に
、
於
や
そ
の
よ
り
大
な
る
割 

合
が
機
械
に
投̂

^
れ」

、「

勞
働
に
對
す
る
需
要

」

の「

增
進
の
比
率
は
於
像 

的
に
遞
減
す
る
。

」

そ
れ
故
、「

機
械
の
場
合
に
は
、
雇
傭
主
の
利
益
は
勞
働
者 

の
.そ
れ
と
腫
々
對
立
か
る
。

」 

. 

.

.

.旣

に

み

た

ご

と

く

、
.
第

三

版

以

前

に

お

い

て

も

、
生

產

が

「

總

收

入

」

.

.
雇 

用
量
の
如
何
に
拘
ら
ず
、

「

純
收
入」

の
增
大
の
み
を
目
的
ど
し
.て
營
ま
れ
る 

こ
と
は
リ
力
ー
ド
體
系
で
の
大
前
提
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
機
械
論
は
こ
の
認 

識
を
さ
ら
に
發
展
さ
せ
、
か
か
.る
資
本
制
生
產
の
特
徵
ト
6
4'
6
か
か
か
4
レ
、
 

失
業
.
.勞
資
の
對
立
が
生
ず
る
こ
と
を
理
論
化
し
た
點
で
、
學
說
史
上
ま
さ
に 

劃
期
的
な
意
義
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
、
こ
れ
は
資
本
增
加
が
社
會 

全
體
の
利
益
と
調
和
す
る
と
い
ぅ
ス
ミ
ス
以
來
の
傳
統
に
相
反
す
る
と
と
も 

に
、

の
問
題
を
っ
ね
に
土
地
の
生
產
カ
や
人
ロ
な
ど
の
自
②
法
則
と
の 

關
聯
で
把
え
る
彼
の
立
場
を
事
實
上
、
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
機
械
部 

分
へ
の
投
資
.を
重
視
し
た
と
こ
ろ
に
は
、.ス
ミ
ス
以
來
の
>
プ
ラ
ス
财
ド
グ
マ

' 

を
苋
服
す
る
要
素
が
含
ま
れ
てi

; 

...
 

....

.

し

か
-
^
.
^
\
カ

ー

ド

は

勞

働

に

投

下

さ

れ

る

資

本

を

.「

勞

働

者

の

消

費

す

'る 

食
物
、
衣
服」

と

し

て

素

；̂的

.量
的

に

把

え

た

た.め
、
勞

働

者

の

失

業

を

左
 

右
す
る

の

は
機
械
導
入
に

よ
る
.總
生
-^
®
^
!
の減
少
如
何
であ

る(

！)

と

さ
 

れ
て
し

ま

っ

た

。だ
.が
、
'生
產力
の

向

上

に

よ

る生
產
I

の

增

大

こ

そ

が機 

械
制
生
產
を
特
徵
づけ
る

も
の
で
あ
つ
た'办
ら

、
リ
カ
~
ド

は

自

ら

の-11
1
1
^

 

と

襲

：̂

ャ̂

ッ

プ

に

よ

っ

て

、勞
働
需
耍
の
挪
#
施
減
少
を

「

1 1

像

し

易

か
 

，ら

ぬ

么

こ

ろ

」

と

し

て

否

認

し

た

ば

か

り

か
、
.も
.し
機
械
：に
よ

る
生
產
カ
向
上

D

:
リ
カ
ー
ド
の「

«
勞
㈱」

間
厚
の
分
析
視
角

が
2-
1售
收
入」
(

量)

.を
增
加
す
れ
ば
、

r
凡
て
の
^

M
の
境
遇
は
改
善
さ
れ 

る
：?
と
い
い
、
失
囊
の
视
實
的
重
要
性
を
売
分
認
識
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
。

.
リ

ヵ

ー

ド

が

第

三

版

.で

機

械

論

を

附

加

す

る

だ

け

に

とど
ち
^ 1

賃
銀
論
で 

’
は
な

お

機
械
論
の
媒
介
なく
、蓄
積—

#

要
增
大
丨
>賃
銀
騰
貴
の
系
列
をた
て
、 

賃
銀
變
動
を
需
給
の

「

自
然
的
作
用」

に

の

み
委
ね
る
立
場(

完
全
雇
用
の
想 

定)

を

_

し

た

こ

と

や

、

砠

策

を

不

用

と

す

る

レ

ッ

セ

.*
フ

ユ

ー

ル

の原
則 

に

も
何
等
疑
惑
を
感
じ
な
かつ
た

こ

と
は
、
こ

れ

を

裏

づ

け

る

も

の

と

い

え
 

る 
0
, 

: 

• 

-

•

.

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
機
械
論
が
第
三
版

&
|
|
卜

書
k
l14
、
そ
の 

翌
後
‘ニ
三
年
に
.は
彼
が
急
逝
1
た
事
情
が
考
慮
さ
れ
ね.ば
な
ら
な
い
が
、
.
と
も 

か
く
涵
械
論
は
古
典
蒎
體
系
令
覆
す
劃
期
的
要
素
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の 

劃
期
的
意
義
が
充
分
認
識
さ
れ
な
ぃ
ま
ま
に
、
卜
か
い
K'
慶
汾
か
#'
か
ル
P
と 

ど
.め
ら
れ
て
い
た
と
結
論
づ‘け
ら
れ
ょ
ぅ
。
機
®

自
を
本
節
の̂
^
で
、
I

 

的
に
と
り
扱
っ
た
の
は

VJ

の
た
め
で
あ
る
。
■

.

.
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-
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註
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w
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t
o
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v
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of t
h
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 L
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u
r
i
n
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.
•
s
Q
c
i
e
t
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^
l

oo
r
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關
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眞
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ト
ン
及
び
リ
ヵ
ア
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ゥ
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機
械
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濟
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機
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論
の
基
盤
と
も
い
ぅ
べ
き
指
摘
が
あ
る
°
.
:
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註
7
> .

岡
茂
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リ
ヵ
ー
ド
の
資
本
蓄
稹
理
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に
お
忖
る
機
械
論
の
意
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濟
學
硏
究」

.一
五
卷
、
/
三
.
四
合
併
號
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參
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-
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A
頁〕

で
は
量
で
あ
る
こ
と
が
强
調
.さ
れ
て
い
る
。

.
：

:

S

10〉

マ
ル
ク
ス
.r

剩
餘
價
値
學'

說
史」

£
三
七
四
頁
0.
:

.-

.

■
ノ
,

(

•t
e
H) 

p 

s
o
l
o
. 

:prigi
p
l
e
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譯
？
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四
ニ
頁
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一

註

穸 

I
b
i
d
.
/

co
^

i

m

i

l-A
K
。

'

.
,
•

(

註
13)

機
械
論
に
と
も
な
ぅ
他
章
の
變
更
は
全
然
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
機
械 

へ
の
投
資
の
蜇
視
も
資
本
蓄
橫
論
に
も
ち
と
：ま
れ
な
い
ば
か
り
か
、
第
八
章
. 

.
に
は
£>プ
ラ
ス
放
ド
グ
マ
を
繼
承
す
る
註
ハ
12:
-^
.
 P

.
,151.

譯
i)
一
 

五
一
一
，
 

頁)

が
笫
三
版
で
加
え
ら
れ
た
。

.

'
 

• 

I
 

.(

胜
14〕

M
.

. 

D
Q
b
b
,

 

ibid, 

p. 

Iviii-lx.

:

む

す

び

リ

カ
ー
ド
の
積
極
面
。
そ
れ
は
彼
が
ス
，
ミ
ス
の
な
か
の
小
商
品
生
產
的
殘
滓 

を
一
.掃
し
'
資

本

制

的

議

疇

を

糖

し

た

う

え

で

、

r

勞

働

を

富

の

唯

'
一
の 

本

と

し

て

き

わ

め

て

)

一
節
的
に
、
じ
た
が
つ
て
い
’
そ
う
す
る
ど
く
い
つ
そ 

う
徹
底
的
に
展
開
さ
せ

」

る

と

と

も

に

ハ資
本
制
生
産
を
利
潤
の
た
め
の
生
產 

わ
し
て
.「

首

尾1

貫
し
て」

特
徵
づ
け
た
こ
と
か
ら
う
み
だ
さ
れ
て
い

.つ
た
。 

勞
働
價
値
說
の
一
貢
に
よ
る
分
配
論
の
設
定
、

「

相
對
的
賃
銀

」

の
視
角
の
確 

立
、
.賃
銀
と
利
潤
の
相®

係
の
認
識
。i

の
商
品
と
の
同
一
視
、

お
よ
び 

生

存
費
に
よ
る
そ
の
債
格
の
規
定
。
平
均
利
潤
の
法
則
の
認
識
に

も

と

ず
く
 

「

純
歌
入」

.

(

雇
，用
者)

と

.

「

總
收
入j 

(

勞
働
者)

ヾ

の

立

場

の

不

」

致

の
0
甲 

機
械
論
。……

な
ど
。

こ
う
し
てリ
カ

I

ド
は
、
*'
«'
上

「

こ
の
學
說
の
歸
結 

を
、

か
の
最
初
の.見
解
.( 「

人
間
、.
.人
間
の
.自
主
性…

…

等
の
承
認」

I
引
用 

者)

.と
は
反
對
に
む
し
ろ
人
間
に
敵
對
的
な
も
の
と
'し
て
し

め

し」

，
た
の
で
あ

っ

，

ノ

'
し
か
し
な
が
ら
、
麗
は
こ
れ
ら
の
功
績
が
、
資
か
制
的
諸
範
疇
^fR

全
！

i

 

永

遠

的

、
絕
對
的
な
：も

の

と

す

る

立

場

§

も
と
で
う
み
だ
さ
れ
、
從
っ
て
そ
の 

立
場
の
も
'つ
制
約
を
ま
ぬ
か
れ
な
が

っ

た

こ

と

に
あ
る
。
，
：
全
體
系
の
基
礎
を
な 

す
勞
濃
値
論
は
、
ス
ミ
ス
o
貴
重
な
混
亂
の
無
視

=

資
本
主
義
の
絕
對
視
、に
.
 

よ
っ
て1.

貫
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
し
、
.價
値
論
に
も
上
ず
い
て
明
示
さ
れ
た
'
 

前
述
の
諸
#
態
も
た
ん
に
經
驗
的
世
界
の
自
然
的
關
係
と
し
て
語
ら
れ
た
に
す 

ぎ
な
い
，
の
で
あ
り
、

こ

れ

ら

が

歴

史

的

.
獨
自
的
な
生
產
樣
式
の
.特
徵
に
よ
つ 

て
規
定
さ
れ
て
い
^：
點
ば
リ
カ
ー
ド
の
認
識
す
る
と
..

と
ろ
で
は
な
か
つ
た
。
こ 

の
た
め
、

ぁ

た

ぇ

ら

れ

ゃ

「

分
配
の
し
く
み

」

：
の
法
則
.
の
み
が
分
析
對
象
と

な
り
、
し
が
も
そ
の
法
則
は
自
然
法
則
と
し
て

——

た
と
え
ば
賃
銀
法
則
は
人 

'ロ
法
則
に
よ
る
，

「

鐵
則」

と
し
て
、
分
配—

V蓄
積
の
法
則
は
收i

減
法
則
に 

と
も
な
う「

自
然
的
行
程」

と
し
て——

分
析
さ
れ
、
資
本
制r

生
蟄
の
し
く 

み」

.
r
資
本
制
的
私
有
關
係
に
ふ
く
ま
れ
た
敵
對
的
篇
や
、

.
そ
の
深
化=4

®

 

と
貧
困
の
蓄
積•
階
級
的
對
立
の
深
化
は
何
等
ふ
か
め
ら
れ
な
•か
っ
た
の

で

あ 

る
。
リ
ヵ
-
ド
が
前
述
の
ご
と
き
諸
功
績
を
な
し
な
が
ら
も
、
議
卷
の
從
屬 

と
窮
乏
、
勞
資
の
對
立
、
周
結
な
ど
の
分
析
に
..っ
い
て
は——

機
械
論
を
の
ぞ 

け
ば_

ス
ミ
ス
に
比
し
て
み
る
べ
き
進
步
を
汞
さ
な
か
つ
：た
理
由
は
ま
さ
に 

こ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
個
々
の
理
論
分
析
が 

體
制
認
識
に
よ
っ
て
如
何
に
決
定
的
に
規
定
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
實
例
を
明 

瞭
に
ま
な
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

.
そ
し
て
、
ス
ミ
ス
、
リ
ヵ
！
ド
に
共
通
す.る
こ
の
體
制
認
識
の
缺
陷
は
、
結 

局
は
彼
ら
が
自
然
法
的
思
想
や
功
别
王
義
的
經
驗
論
を
直
接
の
よ
り
ゼ
こ
ろ
と 

し
な
が
ら
、■ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
實
踐

=

利
潤
追
及
を
豫
定
調
和
、
全
體
的
利.
 

益
の
增
大
の
基
盤
と
し
て
そ
の
ま
ま
受
入
れ
、
そ
の
自
由
な
發
展
を
擁
護
す
る 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
：̂立
場
に
た
つ
て
い
た
こ̂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は.彼
^

■が
i

的
廳
資
本
や
支
I

級
地
主
の
費
4
。
釙
や
か
_
迫
、
制
約
に
っ
い 

て

は

あ
れ
だ
け
激
し
い
憤
激
と
銳
い.洞
察
を
示
し
な
が
ら
も
、.：原
i

に
お
け 

名
資
本
の
暴
力=

直
接
的
生
產
者
よ
り
の
收
奪
に
っい
て

は
全
く
^

_
心

、

無 

理
解
で
あ

る

.と

い

う結
果
を
導
い
た
の
で
あ
り
、
；
こ
の
資
本
制
的
所
有
ひ
本
質 

に
對
す
る
驚
く
べ
き
無
理
解
と
、
そ
の
全
面
的
容
認
こ
そ
は
、

「

賃
勞
働」

_
 

題
を「

賃
勞
働」

關
係
の
本
質
か
ら
必
然
化
す
る
も
の
と
し
て

把
え
、「

勞
賃
働」 

に
も
と
ず
く
生
產
の
獨s
的
特
' m
と
矛
盾
に
關
聯
づ
け
て
全
面
的.統
ー
的
に
、 

分
析
す
る
こと
を
許
さ
な
か
.つ
た
基
本
的
原
目
に
ぼ
か
な
ら
な
い
の
で
あ

る

。

D 

. 

yカ
ー
ド
.の「

賃
勞
働j

間
題
の
分
析
視
角

(

註
1〕

マ
ル
ク
ス
前
揭
：

「

手
稿」

三
三
ニ
頁
。

,
.

(

註
2)

同
右
三
三 

一—

-頁
。

(

誑
3)

.諸

.範
_

を
純
化
し
、

そ

の

內

的

關

職

を

究

明

し

た

進

步

(「

剰
餘
價 

値
學
說
丸.」

抑
一
六
丨
八
頁
な
ど)

と
、
諸
範
_
の
歷
史
性
を
完
全
に
無
視 

し
た
退
步(

同1

五
四
丨
六
.
一
六
七
頁
な
ど)

は
、
マ
ル
ク
ス
の
ス
ミ
ス 

—

リ
ヵー

ド
把
握
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
.

.

し
が
し
な
が
ら
、
資
本
家
階
級
が
一
應
生
產
力
を
發
展
さ
せ
る
進
涉
的
役
割 

を
に
な
い
、
他
方
勞
資
の
階
級
對
立
が
な
お
表
面
化
し
て
い
な
か
っ
た
彼
ら
の 

段
階
に
あ
っ
て
は
、
そ
のブ
ル
ジ
ョ
ア
性
は
體
制
認
識
を
限
界
づ
け
た
點
で
は 

致

命

的

で

あ

っ

た

と

は

い

え

、
.現

實

の
諸
關
係
を
1

自
然
的
關
係
とし
て

で
 

は
あ
れ
1

1
應
卒
直
に
洞
察
す
る
の
を
阻
げ
るも
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た。
. 

い
や
、
前
途
に
限
り
な
い
希
望
と
確
信
を
も
ち
得
た
新
興
ブ
ル
ジ
3
ア
ジ
ー
の 

立
場
に
た
ぢ
、
し
か
も
資
本
主
義
を
自
然
的
.
絕
對
的
秩
序
と
み
な
し
た
こ
と 

に
ょ
っ
て
、.反
っ
て
彼
'ら
は
故
意
に
辯
明
す
ベ
き
體
制
的
矛
盾
や
危
惧
を
感
ず 

.る
こ
と
な
く
、_ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
關
係
を
卒
直
に
語
り
、
前
記
のご
と
き
^
め 

績
を
ぅ
み
だ
す
こ>
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
こ
れ
ば
現
實
の
推
移
とと
も
に
不
可
能
と
な
つ
た
。リ
ヵ—

ド
の
意
識 

し
な
い
間
に
4;
、'.:勞
働
者
は
深
化
す
る
窮
乏
の
過
程
で
次
第
に
自
ら
を

一

㈱
双 

と
し
'て
形
成
し
つ
つ
、
三
十
年
代
の
全
國
的
組
織
化
へ
の
途
を
ひ
ら
い
て
い
っ 

た
し
、
他
方
ブル
ジ
ョ
ア
ジ
I
は
選
擧
法
改
正
、
穀
物
法
廢
止
をメ
ル
ク
マ
I 

ル
と
し
て
、
實
質
的
に
支
配
權
カ
を
掌
握
し
、
地
主
と
資
本
家
は

一

時
的
反
目 

:

の
後
に
は
結
合
せ
か
支®

級
'と
し
て
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
てこ
の
間
、
一一 

五
年
.に
は
、
：最
初
の
：周
期
的
恐
慌
が
資
本
主
義
の
^

§

確
立
を
無
氣
味
に
宣

' 

四

一

(11

七
九
：

>
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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
號
第
四
號

-
.
.
.

- 

.

.

.

.

、
.
，
 

.

.

.

.

.

.
,
• 

.

,
吿

'-
U
、
こ
こ
に
資
本
制
的
矛
盾
と
勞
資
の
階
級
對
立
は
お
お
う
.こ
と
.の
で
き
ぬ

.-'

.現
實
と
な
づ
た
。
,

ベ

し

.

'

,
:■

,
' 

.
も
.は
や
'「
賃
勞
働」

■關
係
を
自
然
的
•
調
和
的
關
係
と
み
な
し
、
レ
ッ
セ.
. 

フK

丨

ル
を
叫
ん
で
い
るこ
と

は
現

實

そ

の

も

，
の

が

許

さ

な

か

つ

た

0

.
い
ま
や 

經
濟
學
は
何
ら
が
の
形
で
古
典
派
體
系
を
ぅ
ち
や
ぶ
つ
て
、

.か
か
る
砠
»
に
こ 

た
^
る
理
输
令
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
.

.

.
I

方
で
：
は
、
'
古
典
學
派
が
事
實
上
示
し
た
と
こ
ろ
の

r
i

對
的
な
も
の」

を 

自
覺
的
に
取
上
げ'
資
本
制
度
を
攻
擊
す
る
社
會
生
養
が‘現
れ
、
こ
れ
は
資 

本
主
義
の
歷
史
的
認
識
と
剩
餘
價
値
理
論
の
確
立
に
よ
っ
て
、
現
實
の
諸
矛
盾 

の
深
化
と
そ
の
出
揚
の
宓
然
性
を
解
明
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
と
發
展
し
て
い 

っ
た
。
だ
が
他
' ^
で
は
、
古
典
學
派
か
ら
勞
資
の
依
存
性•調
和
性
の
主
張6

.
み
を
抽
出
し
、
資
本
の
生
‘

を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
勞
働
價
値
論
を
歪 

曲
し
、
諸
矛
盾
や
階
級
對
立
を
緩
和
す
る
政
策
を
通
じ
て
資
本
i

度
を
擁
護 

し
て
い
こ
ぅ
と
す
る
努
力
が
展
開
さ
れ
て
い
つ
た
。
こ
こ
に
古
典
學
派
は
兩
極 

食
分
解
し
な
が
ら
崩
壊
し
、

r

賃
勞
働」

問
題
も
全
く
異
る
立
場
か
ら
分
析
さ 

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
過
程
は
次
稿
で
あ
き
ら
か
と

し

よ

ぅ

。

.

X 

X 

X

 

X 

<
附
'1
5

>
こ
れ
は
修
士
論
文
、
第
二
章
の
要
約
で
あ
る
。
前
稿
、
.本
稿
.と
も
に 

紙
數
の
關
係
上
一
節
を
ほ
と
ん
ど
割
愛
し
た
た
め
、
彼
ら
が
當
時
の
ブ
ル
.ジ 

3
ァ
ジ
ー
の
實
踐
的
課
題
を
如
何
に
ぅ
け
と
め
て
い
た
の
か
を
當
時
の
時
代 

的
賢
景
と
.の
關
聯
で
あ
き
ら
か
に
す
る
こ■と
が
で
き
な
か
っ
た
。
從
つ
て
、 

考
察
は
體
制
認
識(

ニ
節)

が
理
論
分
析(

三
節)

を
規
定
づ
け
た
關
係
に 

限
ら
れ
た
が
、
學
說
史
的
研
究
で
は
、.か
か
る
體
制
認
識
自
體
，が
、
歴
史
的 

諸
倐
件
と
そ
の
も-と
.‘で
.の
階
.級
的
要
求
を
如
何
に
反
映-し
、
そ
れ
に
よ
つ
て

四
二 

(

ニ 

<
〇)

如
何
：疋
規
定
さ
れ
.た
か
、
.
.

(

一
節
と
.
 

一
--
*
節
の
關
聯

)

■
を
ふ
，か
め
る
こ
と
は
、 

い
まf .9

の
！S

要
食
課
題
で
あ
る
。
こ
の
點
い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
發
表
す
る 

豫
定
で
あ
る
0
. .

:
- 

_

,

:

、

.
:
. 

■.

'■

.

.

. 

: 

. 

, 
.
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中惣五
郞著：
/

ぃ

『

幸
德
秋
水——

1

革
命
家
の
思
想
と
生
捱』

山極圭两著
 

『

木
下
尙
江——

-

先
覺
者
の
鬪
ぃ
と
瑙
み

』

.

.最
近
、
日
本
の
近
代
史
に
か
ん
す
る
硏
统
が
と
み
に
盛
ん
に
な
つ

■て
き
た
'。

. 

遠
山
茂
樹
氏
等
の
共
著
に
な
る

「

昭
和
史」

が
べ
.ス
ト
.
セ
ラ
ー
と
な
つ
て
.、 

ひ
ろ
く
請
ま
れ
、
ま
た
井
上
淸
氏
等
の

「

日
本
近
代
史」

.が
非
常
に
好
評
で.あ
.. 

つ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
、
啓
■
書
と
し
て
實
に
す
ぐ
れ
た
素
質
を
も 

つ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、L
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。：
大
衆
が
何
か
し 

ら
求
，め
て
い
る
も
の
が
、..わ
れ
わ
れ
の
祖
國
の
眞
實
の
姿
で
あ
る
以
上
、
.戰
爭 

か
ら
戰
爭
へ
：の
日
本
の
八
十
餘
年
が
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
た
ち
の
上
に
ど
の
よ 

う
な
彈
酿
と
拷
問
と
そ
し
て
極
州
を
加
え
た
か
、
.
し
か
も
そ
れ
ら
の
先
覺
者
た 

ち
が
、
こ
の
苦
難
に
い
か
に
し
て
耐
え
て
き
た
か
.と
い
う
熱
烈
な
し
か
も
素
朴 

「

な
關
心
、
こ
う
し
た
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
誰
の
心
の
な
が
に
も
動
い
て
い
る
意 

悠
が
、
わ
れ
わ
れ
を
明
治
思
想
史
や
日
本
の
近
代
史
に
か
り
太
て
る
の
で
は
な 

か
ろ
う
か
。

- 

-

:
.

■

.

■%
と

よ

り
歷
史
は
、少
數
の■偉
人
や
先
導
者
た.ち
が

つ

く

る

も

の

で

は

な

く
、
. 

民
衆
が
つ

く

る

も

の

で

あ

るこ
と

は

袞

ぅ

ま

で

も

な

ぃ

。

し

か

し

な

が

ら

、
，
從

.

來
ま
で
の
日
本
近
代
史
に
お
い
て
、
民
衆
の
姿
が
眞
劍
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ 

と
が
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
天
皇
制
を
中
心
と
す
る
支
配
者
の
た
め
の
歷
史 

で
あ
っ
た
し
、
敗
戰
前
ま
で
の
日
本
の
歷
史
學
は
、
專
制
的
な
支
配
者
の
た
め 

に
、
.歷
史
的
な
事
實
を
故
意
に
ゆ.が
め
る
こ
と
に
力
を
っ
く
し
た
の
で
あ
る
。 

「

中
國
侵
略
が
犬
が
か
り
に
な
り
、
.天
皇
制
フ
ァ
シ

ズ
ム
が
ひ
ど

く

な

ると
.と 

も
に
、
明
治
時
代
の
硏
究
と
い
う
こ
と
は
迫
害
さ
え
う
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し 

た
。
そ
し
て
御
承
知
の
よ
う
に
日
本
の
歷
史
學
と
い
う
も
の
は
、
眞
理
を
探
究 

す
る
の
で
は
な
く
て
、
眞
理
を
系
統
的
に
ゆ
が
め
る
た
め
の
も
の
と
な
り
、
に 

せ
歷
史
學
が
橫
行
し
たI
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
日
本
近
代
史
上
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
反
國
家
的
な
思
想
の
持

. 

主
、
.
1

政
治
に
た
‘い
し
て
忌
^
な
い
批
判
を
あ
び
せ
か
け
る
こ
と
を
お
そ
れ 

な
か
っ
.た
人
：.々
の
名
は
う
ず
も
れ
て
い
た
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
す
ぐ
れ
た
思 

想
も
.か
，え
り
•.み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
つ
た
。
い
ま
、
わ
た
く
し
が
こ
こ
に
.と 

.
り
あ
げ
た
一
-

-•
っ9

勞
作
は
、：
こ
》
し
た
意
味
で
う
ず
も
れ
た
人
々
、
明

對
 

政
權
に
た
い
し
て
、
社
會
主
義
を■と
な
え
て
た
た
か
っ
た
人
々
の
、
苦
難
と
迫 

害
に
み
ち
た
そ
の
生
涯
を.と
り
あ
っ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
.だ
が
こ
れ
ら
の
先 

驅
者
た
ち
の
業
績
が
今
日
正
し
く
評
價
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
の
理
由 

は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
忘
れ
ら
れ
、
う
ず
も
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
よ
り
は
、 

こ
れ
ら
の
革
命
的
民
主
主
義
者
た
ち
の
思
想
が
、
何
よ
り
も
植
民
地
的
隸
屬
と 

■反
動
的
な
政
治
の
童
壓
の
も
と
に
惱
む
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
な
お
か 

え
り
み
ら
れ
る
べ
き
多
く
の
も
ひ
を̂3

つ
て
い
る
か
ら
に
ほ
が
な
ら
な
い
。

c
l
>

 

.雜
餽「

思
想」

昭
和
三
十
一
年一

月
號
四
八
頁
、
井
上
淸
氏「

自
由
民
：
 

.權
運
勤
を
め
ぐ
る
'歴
史
的
評
價
に：

っ
い
て」


